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　南にある沼から森の中へと、湿った風が吹いていた。それに合わせて息を細く長く吐きながら、この地の領主の養嗣子ようししである志堂しどう隼知はやともは、鋭い視線を木々に走らせていた。

　二十一歳の武将にしては、小柄な隼知だ。そのかわりと言ってはなんだが、戦いにおける勘は人一倍優れていた。今日の狩りでも成果をあげて、養父への土産を手に入れるつもりだった。

　隼知は一本の木に視線を定めると、胸もとに垂らして括った朽葉色の髪を、ゆるりと一撫でした。同時に、柔らかな髪よりも少し濃い色をした瞳がきらりと光る。

　鷙鳥しちょう――勇猛な鳥を意味する二つ名を持つにふさわしい、引き締まった顔つきとなった。

　実際隼知の目には、獲物の動きがはっきりと映っていた。

（あの木の根もとで仕留める）

　そう決めると息を潜めたまま、隼知はすっと手を横へと差し出した。と、隣に立つ男が矢を渡してくる。

　隼知よりも頭一つ高い上背うわぜいに、いかにも武将といった体躯を持つこの男の名は、架元かもと常嗣つねつぐといった。年は三十歳、隼知の養父であり伯父でもある志堂しどう増知ますともから直々に命じられて、隼知の補佐役を務めている将だった。

　常嗣が黄橡きつるばみの瞳で、隼知の視線を追いかける。

　その常嗣の顔には、額から左頬にかけて大きな戦傷があった。だがそれすらも彩りにしてしまうほどの男振りで、常嗣は戦場に立てば若将たちを振り返らせ、町を歩けば娘たちに溜息をつかせていた。黒くつややかな髪は、街道沿いの宿の遊君ゆうくんたちが整えているという噂だが、まことのところはどうなのか。それを常嗣は耳の後ろで雑に一つに結っていた。

　十歳で、この地の領主の養嗣子となった隼知だ。それから早いもので十一年。実兄と暮らした年月よりも長い時間を、隼知はこの常嗣と共に過ごしていた。

　そんな二人だ。呼吸も自然と重なる。その中で隼知の弓の弦がたてる、ぎりりという音が森に響いた、まさにその時だった。

「隼知様っ」

「っ！」

　刹那。漆黒の翼に呑まれたと、隼知は思った。

　翼の正体は常嗣の小袖の袖だった。どうやら覆いかぶさるようにして、常嗣が隼知を押し倒したらしい。

　常嗣から向けられる真剣な瞳に、隼知は胸がどくりと鳴るのを感じた。

　こんなことは初めてだった。だが戸惑う暇などなく、現うつつへと引き戻される。

　びゅっと音をたてて、一筋の矢が隼知の常盤色の小袖を掠めたのだ。獲物に集中し過ぎたかと舌打ちをした隼知を腕に抱いたまま、常嗣が森に大音声を響かせた。

「曲者くせものだ、出合えっ」

「はっ」

　少し離れたところで控えていた隼知の配下たちが飛び出してきて、ざっと円陣を組む。その中心で、隼知は常嗣によって体を引き起こされた。

　射かけられた矢のせいか、それとも常嗣の視線のせいか。隼知の胸はまだどくどくと早鐘を打っていた。

　隼知は、なぜだかそれがひどく気恥ずかしかった。そのせいで「常嗣の手は大きいな」などという、場違いな言葉が口をつく。

　暫しばしの沈黙のあと。常嗣がふっと苦笑した。

「冗談をおっしゃるだけの余裕があれば上々。引きますよ」

「だが」

「曲者を捕らえた方が」と言いかけた、その寸前。隼知は目に映った常嗣の顔の傷に、言葉を噛み殺した。

（血気に逸ってはまた常嗣を――この者たちを危うい目に遭わせてしまう）

　ぐっと己を抑えた隼知に気づいたのだろう。その背を、常嗣が褒めるように撫でてくれた。たったそれだけで、隼知の身に力が湧いてくる。

「これしきの急襲、なんてことはない」

　わざと口に出して言い、隼知自身も一つ、頷いた。

　常嗣さえそばにいてくれれば、どんな困難でも乗り越えられる。どこへだって行ける。隼知はそう、信じていた。また一方で、疲れた時はいつだって温かく迎え入れてくれる常嗣の隣は、隼知の帰るべき場所でもあった。

　森が風にざわめく。

　隼知は気息きそくを整えると、改めて辺りを見まわした。

　どうやら相手も手練てだれらしい。微かにあった気配も、今は感じられなくなっていた。姿など見えるはずもない。

「西――庵原あんばらの手の者だろうか」

　刀を構えながらぼそりと口にした隼知へと、先に太刀を構えていた常嗣がすかさずこたえた。

「あちらとは、もう何代にも渡って睨み合っておりますからね。互いの領地の間に川が流れていなければ、庵原は今以上に執拗に攻めてきていたでしょう」

　特に当代の庵原の領主は、なんとしても志堂の領地を手に入れたいらしく、戦はもとより奸計かんけい隠計いんけいも用いて、志堂を崩そうとしていた。ならば術計じゅっけいの一つとして、領主の養嗣子の暗殺を企んでも不思議ではない。あるいは戦場においては鬼神のごとくの活躍をし、庵原の将を数多あまた討ち取ってきた常嗣を始末しようと考えるのも当然だった。

　だが九歳年上である常嗣は、隼知よりも慎重に考えているようだった。

「とはいえ、庵原の仕業だという確証もありません。安易に決めつけられませんように。おい、道介みちすけ！　念のため、矢を抜いて持ち帰れ」

「あ、は、はい」

「鏃やじりには触れるなよ。毒が塗られているかもしれん」

　常嗣の声にこくこくと頷く道介もまた、三月みつきほど前に養父が隼知に付けてくれた小者だった。道介の人懐こい性格と年の近さもあって隼知はすぐに気に入り、そばに置くようになっていた。

　狩りの供をするのは初めてだと言っていたから、森の中で迷ったのだろう。途中から姿が見えなくなっていた道介を隼知は気にかけていたのだが、どうやらこの騒ぎを聞いて駆けつけたらしい。

　これで、狩りに来ていた者たちは全て揃った。

　隼知は今一度皆の顔を見まわして、最後に常嗣と目顔を交わした。

「森から出る」

　事実上の撤退の命めいに、隼知の配下たちが悔しげな唸り声をあげた。その中で小者、つまりは雑用をこなすのが務めの道介だけは、あからさまにほっとした顔になった。

　当然のように、常嗣が隼知の背後にまわる。隼知も迷わずに常嗣に背を預けて、じりじりと引きはじめた。

　戦場とも等しい緊張感の中、隼知は再び常嗣を呼んだ。その声に場違いな甘さが滲んだ気がして、小首を傾げる。

　そのわずかな沈黙の間に、常嗣が隼知の方へと身を寄せてきた。

「隼知様。いかがなさいましたか」

「ああいや。養父上ちちうえはご無事だろうかと思ってな」

「と、おっしゃいますと」

「二撃目がない」

「……館に急ぎましょう」

　常嗣が迷わずに頷いたのは、隼知の勘の鋭さを知るからだったのだろう。そしてそれは正解であったと、すぐに皆の知るところとなった。

　慎重に、だが迅速に森から抜け出した隼知たちを、一つの人影が待ち構えていたのだ。

　人影の正体は、隼知の養父の実弟の一人、隼知の伯父でもある蔭知かげともの家の若頭だった。名を山波やまなみという。

　蔭知はまた、志堂の忍びたちのまとめ役でもあり、この山波も彼が抱える忍びの一人だった。そうと知るがゆえか。親鳥が雛鳥を守るように、常嗣が隼知の半歩前へと進み出る。

　そんな隼知たちの方へと真っ直ぐに歩いてくる山波の背には、二頭の馬の姿が見えた。

　隼知の愛馬、小夜嵐さよあらしと、常嗣の愛馬、夕嵐ゆうあらしだった。

　もう少し先に行ったところにつないであったのを、山波がみつけたのだろう。二頭は兄弟馬だからか、あるいは主たちを背に乗せてしょっちゅう共に駆けているからか、並んでいても嫌がる様子はなかった。

　一礼のあと、山波が常嗣に二頭の手綱を渡した。そしてその場で片方の膝を地へと突く。

「若様、急ぎ館へ。ご領主様がお呼びでございます」

　続けて、山波が常嗣の耳に何事かを囁いた。それに常嗣が滅多に変えない顔色を変える。だがそれは一瞬のことで、すぐに隼知を小夜嵐の上へと促してきた。

「常嗣。なにがあった」

「道々お話しいたします。おまえたちはあとから来い！　小夜嵐についていけるのは、俺の夕嵐だけだ」

「あ、あの、俺は」

「道介は矢を山波に預けて、屋敷に戻れ」

　常嗣が話し終えるのを待たずに駆け出した夕嵐を追って、隼知を乗せた小夜嵐も駆け出す。その背で隼知は、（なにか、皆に聞かせたくないことが起きたな）と、眉をひそめた。そしてその考えは間違っていなかったようで、二人以外の耳目がなくなった途端、常嗣が隼知の方へと夕嵐を寄せてきた。

「隼知様、どうか落ち着いて聞いてくださいませ。館で御養父上様おちちうえさまがお倒れになられました」

「なっ」

「どうやら、毒を盛られたようです」

　隼知はぎちりと音がするほど強く、奥歯を噛みしめた。噛みしめていなければ、叫び出してしまいそうだった。そんな隼知の心の内も分かっているのだろう。常嗣が「冷静に」と言葉を重ねてくる。

　もっともその常嗣も、先ほどは顔色を変えていたのだ。口で言うほど冷静ではないのだろう。それでも隼知が血気に逸らないようにと、細心の注意を払ってくれていた。

　常嗣の気づかいにこたえたい一心で、隼知はどうにか呼吸を整えた。それから改めて問う。

「それで、養父上は」

「山波によれば、命に別状はないとのことです」

「……承知した」

　数えきれないほど二人で駆けてきた、森と館を結ぶ道だ。なのに今は、いつも以上に長く思えた。その中で隼知はただひたすら、（常嗣がそばにいてくれれば大丈夫だ）と、自分に言い聞かせていた。







　隼知たちがやっとの思いで着いた館は、まるで戦の前のように騒然としていて、中には領主の養嗣子がそこにいることにさえ気がつかない者もいたほどだった。

　領主が倒れたのだ。当然と言えば当然だったのだろう。領主であり隼知の養父でもある増知はすでに寝所へと運ばれていたが、まだ薬師くすしの見立てが終わっておらず、隼知は常嗣と共に、控えの間で待たされることとなった。

　庭では、南天の細い枝が風に吹かれて揺れていた。養父の居所きょしょの前に植えられているものよりも小さいせいか、隼知の目にはどこか頼りなく映った。

　四半刻（約三十分）ほど、じりじりとした時を過ごしただろうか。ようやく隼知を迎えに来たのは、志堂の家に三人いる家老の一人であり、常嗣の実兄でもある、架元かもと増常ますつねだった。

「お待たせいたしました。殿が、若と常嗣をお呼びです」

「俺もか、兄上」

「ええ。常嗣も、です」

　常嗣が驚いたのも無理はない。

　領主である増知の寝所に入れるのは、増常を含めた三人の家老たちと、養嗣子である隼知、それから増知の二人の実弟たちだけと決められているのだ。ちなみに増知の実弟の一人は、南の砦の守将しゅしょうであり隼知の実父でもある末知すえともであり、もう一人は、先ほど山波を寄越してきた蔭知だった。領主の養嗣子の補佐役でしかない常嗣は、たとえ館までついてきたとしても、この控えの間などで隼知の帰りを待つのが慣例だった。

　それを覆すのだ。かなりのことが起きているのだろう。

　隼知はある程度覚悟していたつもりだった。だが実際に、几帳きちょうの向こうから養父の苦しげな声が聞こえてくると頭の中が真っ白になって、床へと座り込んでしまった。

　隼知は助けを求めて、背に控えている常嗣へと振り返ろうとした。その矢先、養父に呼ばれてしまう。

「隼知。来たな」

「はい養父上、隼知はここに。お加減は」

「しばらくは床とこから離れられんと、薬師に言われてしもうた。ゆえにその間、志堂の一切をおまえに任せる」

「え……。一切、とは」

「一切とは、一切。政も戦事も、全てだ」

　将来、この志堂の地の領主とするために、砦から連れてこられたのだ。いずれその日が来ると隼知も分かってはいたが、まさかこんなに突然だとは思っていなかった。

　どくどくと耳につく鼓動に耐えきれず、隼知はまた背を振り返った。だが養嗣子の補佐役でしかない常嗣が、この場で言葉を発することなどできるはずもなかった。

　かわりに几帳の向こうにいる養父が隼知へと、追い討ちをかけてくる。

「これは試練だぞ、隼知。見事、独り立ちしてみせよ」

「……」

「なに、そう難しく考えることはない。血気に逸らぬこと、皆の声をよく聞くこと、己の考えをしかと持つこと。これらを胸に置いておけばよい」

　養嗣子になったばかりの頃の隼知ならば、意気込んで頷いただろう。だが今隼知の脳裏には、六年前、自分が血気に逸ったせいで顔に傷を負った、常嗣の姿があった。

　政でも戦事でも、上に立つ者の言葉は重たいのだ。時には皆の命をも左右する。

　夏の名残を孕んだ生温い風が、養父の寝所へと吹き込んできた。

　隼知はいつの間にかかいていた汗ごと、両の手を握りしめた。







　今でもよく語られるが、増知とその正室は、まこと仲睦まじい夫婦であったらしい。その微笑ほほえましい暮らしぶりは、隼知が生まれ育った砦まで聞こえてくるほどだった。

　だが十二年前。隼知が九歳の年に、二人の間に子がないまま、正室が亡くなった。

　その一年後、増知は新たな室は置かぬと宣言した。そしてかわりに養嗣子として館に迎え入れられたのが、増知の甥である隼知だった。

　増知は胆力と智謀を兼ね備えた優れた領主であり、また隼知にも、実の親子のように優しく、厳しく、接してくれた。

「隼知」という名にしてもそうだった。元服させるにあたって養父は隼知に、『なにか好きなものはあるか』とわざわざ聞いてくれたのだ。隼知が『隼はやぶさが好きです』とこたえれば、『悪くない』と一つ頷いて、そのまま名にしてくれた。

　また隼知が館に着いたその日に、代々志堂の家の家老を輩出してきた家、つまりは架元家の次男である常嗣を隼知の補佐役としてくれたのも、愛情ゆえだったのだろう。

　当時はまだ十九歳と年若だった常嗣だったが、戦場では数多の功をたてており、すでに一軍を率いていた。そんな常嗣の噂は砦にも聞こえてきていて、隼知は館に来る前から密かに憧れていた。

　その彼が、隼知のそばにずっといると誓ってくれたのだ。幼い心が躍らないはずがなかった。隼知は実の兄にさえもそんなことはしなかったのに、日がな一日、常嗣の背についてまわることもあった。

　そんな自慢の配下である常嗣と共に、隼知は十五歳の春に初陣に臨んだ。相手は長年諍いさかいが絶えない庵原――といっても庵原の領主は出てきていない、小競り合いのはずだった。

　だが戦は、初陣の将にも甘い顔を見せなかった。

　隼知の目の前で、味方勢が急襲されたのだ。『こたびは戦場に慣れるのみ、軍は動かすな』と隼知は養父から言われていたが、血気に逸る己を抑えられず、敵勢へと突っ込んだ。

　もっとも、ただの無謀だったわけではない。

　隼知の目には確かに、敵の動きも弱いところも映っていたのだ。庵原の軍の中で一か所だけ乱れていた東の横腹を見逃さず、隼知はそこを正確に突いた。

　獲物を蹴落とす隼がごときその姿は、まさに「鷙鳥」だった。だが一方で、十五歳の将の、完成しきっていない体躯には限界があった。

　混戦となる中、隼知は大柄な敵将に捕まって、地に引き倒されてしまったのだ。いつの間にか配下たちと離れていたことに気がついてもあとの祭り、敵将の巌いわおのような腕を辛うじて掴んだものの動かすことさえできず、ただただ目を見開くしかなかった。

『常嗣』と、隼知は神仏の名のごとく、補佐役の名を唱えた。と、こたえるように、戦塵せんじんを蹴散らす一つの影が視界に飛び込んできたのだ。

　薄闇を流し込んだような銀色の甲冑の将――常嗣だった。目顔を交わしたと思ったのも束の間のこと、常嗣は隼知から敵将を引き剥がすと、一太刀のもとに斬り捨ててみせた。

　領主の養嗣子、いや武士もののふとして、助太刀を受けるなど恥ずべきことだった。だがそれ以上に隼知は、再び自分の方へと振り返った常嗣の姿に衝撃を受けた。

　志堂の地で一番の男前と謳うたわれた常嗣の顔が、血で真っ赤に染まっていたのだ。

　敵将の今際いまわの際きわの一太刀を、額から左頬にかけて受けた結果だった。幸い命を脅おびやかすようなものではなかったが、常嗣の顔と隼知の心に深い傷跡を残した。

　――自分が軽はずみに動いたせいで、大切なものが傷ついた。

　それは十五歳の隼知にとって、初めての経験だった。戦が終わって館へと戻ったあとも、あの傷のせいで常嗣を失ってしまったらどうしようと、不安で不安で仕方なかった。

　それでも隼知は常嗣に教えられていた通り、皆の前では志堂の養嗣子らしく振る舞おうと努めた。昼の間はついたばかりの二つ名、「鷙鳥」にふさわしく、戦の後片づけに忙しい養父の手伝いに精を出し、評定にも加わった。時にはその一所懸命さを増常たち家老衆に褒められることもあった。

　だが夜になると駄目だめだった。途端に心細くなって、夜具の中で常嗣の名を唱えるばかりの、眠れない日々を過ごしていた。

　日に日に痩せていく隼知を見かねたのだろう。

　戦から半月ほどしたある日、養父が隼知に『常嗣を見舞いに行くか』と声をかけてくれた。自分が怪我の原因なのだ、常嗣の前に晒す顔などないと俯いた隼知へと、養父は領主の名代みょうだいという名分めいぶんまで与えてくれた。

　常嗣は隼知の補佐役であり、また隼知は領主の名代として訪ねるのだ。流石さすがに門前払いは食らわないだろう。だが声までは聞かせてもらえないかもしれない。それも覚悟した上で、隼知は常嗣の屋敷へと向かった。

　だが常嗣が隼知を拒むことはなかった。それどころかすぐに居所へと迎え入れて、隼知の身を気づかってくれた。

『食が細っておられると兄から聞き、心配しておりました。お加減が悪いのですか』

『違う。常嗣の顔の傷が気になっていた』

『はは、このようなもの。もう大方塞がっておりますよ。触ってみますか』

　隼知も武将の子だ。戦場で負った傷など、実父や養父で見慣れていたはずだった。だが自分のせいで常嗣の額から左頬にかけて残った傷は、なんだか怖かった。

　宙で浮いたままになってしまった隼知の手を、常嗣がみずからとって、傷へと導いてくれた。

『ほら。大したことないでしょう』

『だが、跡になってしまった』

『男振りがあがったと、家人たちには評判がよいのですよ。隼知様の目には、醜く映っておりますか』

　隼知は頭を横に振った。実際、勇ましいと感じても醜く思うことなどなかった。

『ならば笑ってください』と言いながら、常嗣が隼知の柔らかな髪を撫でてくれた。隼知はその手をどかそうとしたが力が入らず、それどころか気がつくと、常嗣の手をぎゅっと握りしめていた。

　どれくらい、そうしていたのだろう。

　常嗣の羽織がたてた袖の羽風にのせて、隼知はようやく、その言葉を紡いだ。

『……すまぬ、常嗣。おれが浅はかだったばかりに』

『死んだわけではないのですから、お気になさいますな。なにより俺は、隼知様を守る翼。隼知様を生かすためならば、傷の一つや二つ、厭いといません』

　常嗣が背に添えてくれた手は隼知のものよりもずっと大きくて、頼りがいがあった。その温もりに誘いざなわれるように、隼知は胸の奥に押し込めていた思いを吐き出した。

『このまま常嗣を失ってしまうのではないかと思うと、怖くて怖くて仕方なかった。こんなおれにあきれて、おれのもとから去っていってしまうのではないかと思うと、胸が苦しくて苦しくて仕方なかった。もう無茶はせんと約束するゆえ、おれのそばにいてくれ』

『雛鳥は、無茶を重ねて成鳥となるのです。その手助けをできる立場にあること、感謝しておりますよ』

『鷙鳥様』と常嗣が呼んだ。だが隼知はこたえず、常嗣の銀色の羽織の袖を掴んで、唸った。

　皆が誇らしげに呼ぶ二つ名も、隼知にとっては苦々しいものでしかなかったのだ。

　隼知は以降、前にも増して常嗣をそばに置くようになった。そして常嗣の顔の傷を見るたびに、血気に逸れば皆を傷つけると、自分に言い聞かせるようになった。なによりこの傷は、常嗣がその身を挺ていして自分を守ってくれた証だと思うと申し訳なく、そして少しだけ、胸が甘く疼うずいた。







　隼知の養父でもあるこの地の領主が倒れてから、早くも三日が経った。だが志堂家中かちゅうではいまだに、評定に評定を重ねるばかりだった。

　領主が床とこに就ついている間、養嗣子である隼知が家中の指揮を執とることは、三人の家老たちも承知しているのだ。上座についた隼知への表立っての異論はなかったが、かといって、皆が納得しているというわけでもないのが、現状だった。

『殿であれば、これしきの騒ぎなど一喝でおさめられるものを。養子では、威厳までは受け継げんかったか』

『威厳の前に、あの細身よ。鷙鳥様などと呼ばれてはおるが、目覚ましい働きは初陣の一度のみ。あとは補佐役の架元常嗣に頼りきりではないか』

『あの男こそ、武将の中の武将よな。数多の将を討ち取られておる庵原などは、あれの首に、将五人分の褒美を出すと言うたとか』

　二十一歳の武将にしては優しげな風貌に柔らかな髪、加えて鍛えてもあまり肉がのらない隼知と、立派な上背うわぜいに引き締まった肉体を持つ常嗣を殊更ことさらに比べて、一体なにが楽しいのだろう。

　だが、聞こえよがしにそんなことを言う者たちがいることもまた、事実だった。口にはしないものの、不安に思っている者たちはもっと多くいるに違いない。

　養父の名を出せば、不満の声を一時いっとき封じ込めることはできるだろう。だが同時に、更なる反感を買うのも目に見えていた。それでは、志堂の家という名の舟は早々に、暗礁に乗りあげてしまう。隼知は、なによりもそれを恐れていた。

　己の力のなさをまざまざと思い知らされながら隼知は、今も針の筵むしろにも等しい評定の場で、扇を握りしめていた。

「若様っ。庵原が攻めてきたら、どうなさるおつもりですか」

「いやその前に、ご家老様たちはいかがお考えか」

「ええい、なにより殿だ」

　まだ三日、いや、この者たちにとってはもう三日、なのだろう。

　隼知はつきかけた溜息をぐっと呑み込むと、かわりに隣に向けて、軽く扇を振った。それに頷いたのは常嗣ではなく、その実兄である増常だった。

　常嗣は隼知の補佐役ではあるが、志堂家中における重い役目にはついていないのだ。政に関われる立場ではないがゆえに、評定の場に身を置くことはなかった。与えられている屋敷もあくまで戦功に対するもの、一代限りのものであると、常嗣自身が宣言していた。ついでに言えば、妻帯するつもりも跡継ぎを残すつもりもないらしい。

　口では「政など面倒ゆえ御免です」などと言っているが、その裏には、志堂の家の家老を務め、また隼知の代では筆頭家老となることがすでに決まっている兄との諍いを避けたいという、常嗣の優しさがあることを隼知は知っていた。

　と同時に、常嗣がいない心許こころもとなさは、どうにもならなかった。

　なにせ隼知は養嗣子となったその日から、雨の日も雪の日もずっと、常嗣と顔を合わせてきたのだ。三日もの間、全く声が聞こえてこないのは、初陣のあと、常嗣が養生していた時以来のことだった。

　守ってくれる翼がそばにないからか。隼知は評定の場を吹き抜ける隙間風にすら、心が揺れた。せめて声が震えないようにと、改めて丹田――臍へその下に力を入れる。

「増常。砦の守将たちへの早馬はどうなった」

「最も遠い、北の砦以外からは全て、関所への警戒を強めたとの返事がありました」

「関所とは」

　今の今まで好き勝手に騒いでいた者たちの目が一斉に、隼知へと集まる。その多くは眉を寄せていたが、中には増常や蔭知など、見守ってくれていると分かる目をした者たちもいた。

『大丈夫。隼知様は必ず、よい領主様になられますよ』

　幼い頃からずっと、常嗣からかけられてきた言葉が隼知の胸の中で響く。

　隼知はそれに力をもらって、再び口を開いた。

「このように家中かちゅうが騒がしく、民たちも落ち着かぬのだ。周囲の領主たちもじきに、養父上の異変に気づくだろう。間者を送り込まれてはたまらぬゆえ、人の出入りに注意させることにした」

「三日前、殿より全権を預けられて一番になされたのですよね」

「ああ。おまえと伯父上に頼んでな」

　しんと静まり返った評定の場に、隼知と増常の声だけが響く。隼知は不安を押し隠すために、扇を握りしめる手に更に力を込めた。

「それから、養父上のことだが。おれはちゃんとお声を聞いておるゆえ、案ずることはない」

「ですが」

「あまり騒ぐと、養父上も養生しづらいぞ」

　余裕のなさとは裏腹に、隼知はわざと口の端を持ちあげてみせた。それからゆっくりと養父の重臣たちの顔を見まわして、最後にぱちんと一つ扇を鳴らした。と心得たもので、増常たち家老衆が深々と頭を下げる。彼らにつられるように、評定の場に居並ぶ者たちも次々に、頭を下げるのが見えた。

　この辺りでは一際広い領地を持つ志堂だ。抱える家臣も民も多い。それゆえに、中では様々な思惑が複雑に絡み合っていた。言いかえれば綻びが生まれやすく、また一度揺らげば家中が瓦解するのも速い。それゆえに、上に立つ者は気が抜けぬのだと、隼知は養父の背を見て学んでいた。

　どうにかこうにかこたびも乗り切ったものの、評定の場をあとにしてもなお、指示をあおぐ者、改めて養父の容態を尋ねる者と、隼知のもとを訪ねてくる者たちが絶えなかった。また砦などとの文のやり取りもあって、隼知は飯を食う暇すらろくにとれなかった。

　――そんな神経が張りつめた日々を過ごすこと更に五日。

　隼知は養父が倒れてからはじめて、自分の屋敷へと足を向けた。

　館を離れる前に養父のもとに挨拶をしに行ったが、やはり顔は見せてもらえなかった。それでも養父は掠れた声で隼知を励ましてくれて、更には三月みつき前に隼知に付けた小者、道介の様子まで気にかけてくれた。

　陽だまりのような優しさを思い出した一方で、まだしばらくは床上とこあげなどできそうになかった養父の様子も思い出して、隼知は肩を落とした。

　主の沈む心がうつったのか。小夜嵐の足取りもどことなく重たかった。隼知はその背に揺られながらふと、常嗣の顔を見ていくか、と思いついた。

　隼知の屋敷から常嗣の屋敷は目と鼻の先だ。

　館まで迎えにきていた道介へと一言告げると、隼知は先触れもなしに常嗣の屋敷の門をくぐった。その前を不意に、人影がよぎる。

（庵原の間者か）

　隼知は思わず刀に手をかけた。と、くすくすという、柔らかな笑い声が人影から返ってくる。

「相変わらずですね、鷙鳥様」

「これは、美蔭みかげ殿でしたか。失礼しました」

「ええ、本当に。わたくしは貴方あなたの従姉いとこ。貴方に矢を射かけたり伯父上に毒を盛ったりいたしませんよ」

　隼知の伯父である蔭知の一人娘にして、その右腕も務める美蔭だ。隼知よりも三つ年上で、まさに才色兼備の女性だった。彼女はまた常嗣と幼馴染みでもあり、今もこうして、互いの屋敷を行き来しているようだった。今日も山波一人だけを供に連れた身軽な姿で、常嗣を訪ねてきていたらしい。

（そういえば以前、常嗣と美蔭殿の間に結婚話が持ちあがったことがあったな）

　思い出したのと同時に、隼知は胸がちりっと痛むのを感じた。今までになかったことに驚いて、睫をしばたたかせてしまう。

　急に押し黙った隼知を怪訝けげんに思ったのか。美蔭が顔を覗き込んできた。

「大丈夫ですか。顔色がお悪いようですけれど」

「ああ、流石に疲れが」

「このたびは、まこと急なことでございましたものね。若も気苦労が多いことでございましょう」

「このような時のための養嗣子です。弱音は吐けません」

　養嗣子となった十一年前から、姉と思っていいとまで言ってくれている美蔭には、隼知の強がりもお見通しだったらしい。疲れがとれる薬を隼知の屋敷に届けることを約束して、去っていった。

　配下に忍びを持つ美蔭ならば、なにか志堂領の外の動きも掴んでいるかもしれない。

　隼知はそう思いついて振り返ったのだが、すでに美蔭たちの姿はなかった。山波だけではなく、美蔭自身も忍びの術を使うとは、ただの噂ではないようだ。

　さああと音をたてて、夕風が吹いた。

　その冷たさに、隼知は思わず身震いした。と、それを見ていたように、少し離れたところから低い声がかけられる。

　地模様のせいだろうか。薄闇を流し込んだような銀色の羽織が夕日に照らされて、輝いて見えた。とはいえ、小袖と袴が漆黒であるおかげで派手過ぎず、手をかけられていない前庭の木々とも調和がとれていた。

　遊びを知る、いかにも錬れた男という出で立ちだった。そのこなれた装いの中で、精悍な目もとがふっと和らぐ。

「家人たちに呼ばれて出てきてみれば、まことに隼知様がおられるとは。いかがなさいましたか」

「常嗣」

　久方ぶりに見る補佐役の姿に、隼知は小走りで駆け寄った。それに常嗣が少し困ったような顔になって、あの戦傷に触れる。

　これまでに何度も隼知を戒めてきた、常嗣の顔の傷だった。だが今日に限って隼知は、その男らしい仕草に目がいってしまった。

　常嗣が男前であることは今更言うまでもないが、こんな風にみつめてしまったのは初めてだった。

（先ほどの胸の痛みといい、おれは一体、どうしたのだろう）

　隼知は眉を寄せて、小首を傾げた。その表情を違ってとったらしく、頭一つ背が高い常嗣から短い吐息が降ってきた。

「森で出くわした曲者やらなにやらを調べていましてね。こちらも忙しかったのですよ」

「だとしても、だ。おれの補佐役なのだから、一度くらい館に顔を出してもよかっただろう」

「俺は政には関わらないと決めておりますからね。隼知様が幼い頃であればいざ知らず、今は館――特に評定が行われている最中の館には、極力近づきたくないのですよ。……それはそれとして。今日はわざわざ、愚痴ぐちを言いにいらしたのですか」

　常嗣が言葉とともに、吐息がかかるくらいにまで間合いを詰めてきた。領主の養嗣子としてはほかの者には絶対に許さない近さだったが、常嗣が相手ならば嫌ではなく、隼知は肩を竦めただけですませた。

　いくら身の丈が高くなっても軍を率いる将になっても、常嗣と共にいる時にだけ得られるこの安心感は、童子の頃から全く変わらないのだ。隼知はそれゆえに、緩んだ頬を隠さなかった。

　常嗣も隼知の微笑を許しととったのだろう。隼知の、胸へと垂らした朽葉色の髪を、手櫛で整えてくれた。

「愚痴でなければ、泣き言ですか。常嗣は、隼知様の涙も歓迎いたしますよ」

「もう二十一だぞ。べそべそ泣いたりせぬわ」

「確かに。俺がこの傷を得た時も、必死に涙を堪えておられましたね。結局、大泣きなされたのは、あの一度だけでした」

　誰よりもそばにいるだけに、覚えていて欲しくないことも覚えている補佐役から、隼知はすっと顔をそむけた。

　――忘れもしない。あれは隼知が十二歳の夏のことだった。突如砦から、実母の訃報が届いたのだ。

　折悪おりあしく、実父が守る砦が攻められている時だった。領主の養嗣子でもある者が、そんな砦に戻れるはずもなかった。

　隼知は、養父の前では泣かなかった。いや、泣けなかった。将来領主となる者は人前で泣いてはならないと、家中かちゅうの者たちから言い聞かせられていたのだ。

　だからかわりに、走った。実母が待つ砦の方角、南から吹く風に向かって滅茶苦茶に走った。走って走って森を抜けて……やがて沼の前でしゃがみ込んだ。

『母上』

　呼んでも当然、返事はなかった。

　寂しさに押し潰されるまま、隼知は震える体を自分の腕で抱きしめた。だが実母がしてくれたように、体の全てを包み込むことはできなかった。

『ははうえ、母上』

　胸が涙で一杯になって、苦しかった。

　泣け、と隼知は自分に命じた。だが泣き方を忘れたように、涙が出なかった。それでも我武者羅がむしゃらに嗚咽おえつだけをくり返していたら、息の仕方が分からなくなった。

　隼知はひゅっと鳴る喉ごと、背を丸めた。と不意に、その背に温もりが重なった。

『っ』

『大丈夫、常嗣ですよ。俺の手に合わせて、息をしてください』

『うぅ、でき、ない』

『隼知様は祭囃子がお好きでしょう？　あれに合わせて踊るのと同じですよ』

　温ぬくめ鳥――親鳥がその翼で雛鳥を温めるように、常嗣がその大きな体で背から隼知を包くるんでくれた。その体勢のまま腕をさすってくれる常嗣の手にあやされながら、隼知はゆっくりと息を吸って吐いて……ようやく、その名を口にできた。

『常嗣、すまぬ』

『なにを謝られます』

『このような情けない姿、領主の養嗣子には似合わぬだろう』

　隼知が情けない姿を晒せば、養父や実父、あるいは補佐役である常嗣が、恥をかく。

　領主の養嗣子とは、そういう立場なのだ。実母が死んだくらいでべそべそ泣くなと叱られても仕方なかった。

　だが常嗣は隼知を諫めなかった。かわりに顔を合わせるようにして、隼知を硬い膝の上に乗せてくれた。

　膝に抱きあげられたのなんてこちらに来たばかりの頃以来、本当に久しぶりだったから、隼知は思わず顔をあげた。だがすぐにその顔は、常嗣の手によって広い胸へと隠されてしまった。

『泣いていいですよ。ここでなら、誰にも見られません』

『だが』

『常嗣は隼知様の泣き顔を見ても、がっかりなんてしませんよ。ずっとずーっと、そばにいます』

『本当に？』

『ええ。隼知様が拗ねても怒ってもなにか間違いを犯しても、ずっといっしょにいますよ。それが補佐役、隼知様だけの温め鳥ですからね』

　隼知は低くて優しい常嗣の声に、小さく頷いた。それから『母上が』と呟き――あとは言葉にならなかった。

『またね、って、春に会った時、おっしゃってくださった。元気でね、っておっしゃってくださった。ぎゅってしてくださった。なのに、なのにっ』

　うわあああとあげた隼知の泣き声は全部、常嗣の胸に吸い込まれた。ここでならば弱さも涙も晒していいのだと信じて、隼知は泣き続けた。

　――思い返せば、その時からだったのだろう。隼知にとって常嗣が、ただの補佐役ではなくなったのは。

　おおげさな言い方をすれば、常嗣は隼知の帰る場所、生きるための「よすが」になったのだ。

（……あれからもう九年か。常嗣はあの日の言葉通り、いつだっておれのそばにいてくれた）

　隼知はそう気がつくとともに、胸の辺りがなんだか落ち着かなくなった。そのせいか火照った頬を手の甲で押さえているとその横で、常嗣が口の端を持ちあげるのが見えた。

「あれ以来、この常嗣の前ですら涙を零しておられないのですから、まことにご立派です。流石は、この地のご領主様となられる御方」

　そこで常嗣が言葉を止めた。それから視線の先に控えていた家人たちへと向けて、「餅はあったか」と声をかけた。

　餅は、隼知の大好物なのだ。

　三日にあげず隼知が訪ねてきているからだろう。常嗣の家人たちも心得たもので、「すぐに」とこたえると屋敷の中へ消えていった。

「急に来たのに悪いな」

「ほかであれば面倒ですがね。隼知様のためならば、労を惜しみませんよ」

　言うそばから、常嗣が懐紙に包んだなにかを懐から取り出して、隼知へと渡してきた。開けてみれば中には小さな豆菓子が三つ、入っていた。

　養嗣子となったばかりの頃の隼知は、とにかく食が細くて、皆が求めるほど多くは食べられなかったのだ。常嗣もそれを案じていたらしく、親鳥が雛鳥に餌を与えるように、ことあるごとに菓子だのなんだのを隼知に食べさせていた。その癖が、いまだに抜けないらしい。

　常嗣も変わらんな、と笑ったあと、隼知はありがたく菓子を頂戴した。

　かりっと音をたてて噛めば、豆の甘みが口の中に広がる。

「常嗣が用意してくれたものは、なんでも美味うまい」

　そんなことを言いつつ三つとも食べた隼知から、常嗣がからっぽになった懐紙と隼知の手を取りあげた。

　指先でも拭ぬぐわれるのだろう。

　隼知はそう考えて気にも留めていなかったのだが、すぐに目を見開くはめになった。

　隼知の指が常嗣の口に、はくりと含まれたのだ。

　少しかがんだ常嗣の目が、ちょうど隼知の目と同じ高さにあった。そのせいかいつも以上に凛々しく見える顔だちに、気づけば隼知は、ぶるりと背を震わせていた。

　それこそ幼い頃の話だが、隼知はこうして、常嗣の唇で指を清められたことが何度かあった。その時は舐められた指先にくすぐったさを感じたのに、今は胸の奥がくすぐったい。

「隼知様？」

「あ、ああいや、なんでもない」

　隼知は、まだ常嗣の手の中にあった自分の指を、ばっと取り返した。それから、咳払いを一つする。

「こうして温かく迎えてくれるおまえの存在に、おれはいつも救われている。……だいぶよくなったが、それでもまだ館は浮ついていて、おれは針の筵の上にいるような思いだった」

「隼知様は、この地のご領主様の養嗣子様ですからね。それに比べて俺は、まこと気楽な立場です。隼知様をお支えすることと自分の手柄だけを、考えていればいいのですから」

　隼知を屋敷の中へと導くように、常嗣がすっと頭を下げた。その前を通る時に微かに感じた常嗣の香に、隼知はふわりと微笑んでいた。







　常嗣の屋敷で羽を伸ばしたおかげだろう。自分の屋敷へと戻った隼知は、館にいた時よりもずいぶんと心が軽くなっていた。

　夕餉も常嗣の屋敷で食べてきたから、こうして衣をかえてしまえば、あとはもう寝るだけだった。

　隼知は家人たちが整えてくれた夜具の横で、ぐぐっと伸びをした。それから居住まいを正して、胸の前で両手を合わせた。

「母上。隼知はこの八日間を、館でどうにか凌いでまいりました。幸い養父上のご容態は山場を越えられたとのこと。必ずやお元気になられるものと、信じております。……ただ薬師と伯父上をしても、毒の種類も盛った者も分からぬというのが、厄介で」

　夜具に入る前に、その日あったことなどを亡き実母に報告するのが隼知の日課だった。屋敷の者たちもそれを知っているから、この静寂が邪魔されることはほとんどなかった。

　隼知は虫の音ねを背に、更に続けた。

「それから。近頃常嗣といると、なんだか胸が落ち着かなくなることがあります。十の頃から十一年、ずっと共にいて初めてのことで、少し戸惑っています」

　確かに養父も隼知に対して優しかったが、政務に戦にと忙しくて、なかなか隼知と顔を合わせられなかった。

　養父が早々に、常嗣を隼知の補佐役としたのは、おそらくそれを見越してのことだったのだろう。養父の思惑通り、隼知は九歳年上の常嗣に懐いた。常嗣もそれにこたえて、いつだって隼知を一番に大切にしてくれた。

　幼い頃の隼知は、手習いが終わるとまず常嗣の姿を探して、その腕の中に飛び込むように帰っていた。初陣を機に屋敷を構えたあとも、執務の時間と寝る時間以外のほぼ全てを、常嗣の隣で過ごしていた。

　艶あでやかな噂が絶えないのは少々難だが、それも、常嗣が武将として優れている証と言えなくもないのだ。なにより常嗣は、誰と共にいても、それこそ朝でも夜でも、呼べばすぐに隼知のもとに駆けつけてくれた。

「……幼い頃は、膝に乗せられても身を抱きしめられても、安心するばかりだったのにな」

　軽く頬をかいてから、隼知は再びてのひらを重ね合わせた。そして養父の本復に続けて、志堂の領地と実父たちが守る砦の安泰を願って、目を開けた。

　するとそこに、あるはずのない人影が映って、ぎょっとしてしまう。

「っ」

「若様？」

「ああ、道介、か」

「何度か声をかけさせていただいたのですが、お返事がなくて。中に入ってしまいました」

「い、いやいや。非常時でもない限り、主の許しなしに部屋に入るものではないぞ」

「すみません。若様の御身になにかあったのではと、心配で」

　どうやら、明かりの様子を確かめに来たらしい。灯火ともしびを覗き込む道介の姿は、伸びをする猫にどことなく似ていた。だから足音もしなかったのかもしれない。

　もっともほかの者であれば、隼知も気がついただろう。だが道介は養父が付けてくれた小者なのだ。それゆえに隼知は安心していた。

　約束通り美蔭から届けられた薬を煎じて、家人たちがつくっておいてくれた薬湯へと、隼知は手を伸ばした。とその背に、道介が無邪気に話しかけてきた。

「ところで。若様は架元様の念友ねんゆうなのですか」

「は？」

　念友とは、男同士で愛し合う仲をいう。隼知は初めて自分に向けられた言葉に戸惑って、大きな目をしばたたかせてしまった。

　とりあえず振り向いたものの言葉を継げないでいる隼知の前で、道介が頭を下げる。

「ああ、恋仲ではないのですか。これは失礼いたしました」

　まるで花の名前でも間違えたように、さらりと流して出て行こうとする道介を、隼知はとっさに引きとめた。ついでに隠し持っていた餅を一つ、言い訳がわりに押しつける。

「これでも食っていけ。まだ柔らかい」

「はあ……」

「それで、今言っていたことだがな。なにゆえ、そう思ったのだ」

「館でお務めの時以外は、そのほとんどを二人きりで過ごしておいでのようでしたので。そうでない時も、お二人は寄り添うようにしておられますから」

　先ほども架元様のお屋敷の前庭で指を、と小声で言われた途端、隼知はかっと頬が熱くなった。

　言われてみれば確かに、領主の養嗣子とその補佐役という関係にしては距離が近すぎる、かもしれない。

　だが隼知と常嗣にとっては、これが日常だった。それが証拠に互いの屋敷の者たちは、道介と同じ光景を目にしたとしても、わざわざ口にしない。

　まあ、先ほど指を舐められたように、二十一歳にもなって童子扱いをされるのはいかがなものかと隼知自身も思うが、それも二人きりの時だけなのだ。周りに迷惑はかけていない……はずだ。

　隼知はそう、納得しようとした。だがそこに道介が畳みかけてくる。

「先日の森でも架元様は、自分の魂を守るような真剣なお顔で若様の背に立っておられました。誰にも割り込めない雰囲気というか、阿吽の呼吸というかもありましたし。それに」

「分かった、分かった。とにかく、道介の目にはそう映ったのだな。……しかし、念友、か」

　隼知は続けて、「恋仲」と口にしてみた。

　今は戦世だ。家中かちゅうにも、男同士で恋仲にある者たちはいる。だが隼知の知る限り、彼らは目上の者が寵ちょうを与えているようだった。あるいは常嗣からも、志堂の地では多くの場合そういうものだと、教えられていた。

（目上の者、つまりは領主の養嗣子であるおれが、補佐役である常嗣を抱く――）

　そう考えて、隼知は眉間に皺を寄せた。

　どうにも、その姿が想像できなかったのだ。

　もっとも隼知の性愛に関する知識は、二十一歳にしては貧相なものだった。縁起物とされている勝絵かちえ、すなわち男女が睦み合う様子を描えがいた絵ですら、「ご領主様の養嗣子様であらせられる隼知様には、この地におわす全ての神仏の加護があるのです。このようなものなど不用」と、常嗣に取りあげられていたし、自分で自分を慰めることもほとんどなかった。

　知識がないから思い描けないのかもしれない。そう思うと少しばかり悔しかったが、とはいえ、無理に考えることでもない。

　結局隼知は、道介の勘違いだと結論づけて笑った。それに道介がなにか言いたげな顔になったが、改めて口を開くことはなかった。

「ああ、責めてはいないぞ。それどころか、おれにそういう話をしてくる者は少ないゆえ、面白かった。いつかおれも恋について、道介に相談する日が来るかもしれんな」

「俺は、暮らしの苦しさに耐えられず、土地を捨てて母を捨てて逃げてきた男です。そんな欠落かけおち者に、若様が相談など」

「欠落うんぬんは、領主にも責があること。なにより道介は、みずから進んで母親を捨てるような男ではない」

　これまであえて口にすることはなかったし、これからも口にすることはないだろうが、隼知は、道介はかつて武士か、それに連なる立場にあったのではないかと考えていた。

　ふとした時の立ち居振る舞いなど、理由はいくつかあった。だが一番は、道介が隼知付きの小者となった経緯だった。

　三月みつきと少し前になるか。

　領内の視察から館に戻る途中、隼知の養父の馬が急に暴れ出したことがあったのだ。そこにたまたま居合わせた道介がとっさに飛び出して馬を宥なだめたことで、養父はことなきを得た。道介が隼知付きの小者になったのは、その褒美だった。

　それだけならば、隼知も美談として終わりにしただろう。だが養父の馬は、ずば抜けて大きな体を持つのだ。加えて、気性も荒い。馬の扱いに慣れていなければ、暴れているところを宥めて人一人を助けるなど、できるはずもなかった。

　隼知は再び道介へと視線を戻しながら、それとは別に思い出したことを口にした。

「そうだ、道介。面白い話の礼に、おまえの悩みを聞こう」

「え？」

「寺社に足しげく通っているのだろう？　家人たちが、願掛けでもしているのではないかと話しているのを聞いた。神仏にも得意があると聞くゆえ、おれが知るものならば教えよう」

「……」

　道介が握りしめた胸もとからふと、守り袋が顔を覗かせた。

　守り袋には、一目でそうと分かる上等な布が使われていた。隼知はどこかで見たような、とひっかかりを感じたが、今一度見ようとした時にはもう、道介の衣の中へとしまわれていた。かわりに道介から向けられた、顔色を窺うような視線へとすぐに意識が移る。

「ああいや、口にしないと誓っておるのなら、無理強いはしない」

「いえ。……さっきはああ言いましたが、離れ離れになってしまった母のことが、やはり気になっているんです。今も生きていてくれればいいのですが」

「おれは、砦の実母ははを十二の時に亡くした」

「あ……」

「急なことで、死に目にも会えなくてな。だからというわけではないが、ほぼ毎晩祈りを捧げて、その日あったことなどの報告をしている。先ほどもちょうど、祈っていたところだったのだ」

　隼知は言いながら、母子ははこを再会させてくれそうな寺社を考えた。そして一つの神社の名をあげた。

「ものを知らぬと笑うなよ。確かにここへは戦勝祈願をしに行くが、家を守る者たちは戦の間、戦に出た者たちとの再会を祈りに行くのだ。きっとおまえの願いも叶えてくださるだろう」

「若様は、本当にお優しい御方ですね。俺の母親の周りにも若様のような人がいてくれたらいいのですが」

　道介が、庵原の地がある西の方へと目を移した。もしかしたらその視線の先に、母親と別れた地があるのかもしれない。

　道介の横顔には夜のせいだけではない翳があった。だが隼知はそれには触れず、ただ道介の母親の無事だけを祈った。
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　家中かちゅうに広がる漠然とした不安を取り除いてやるには、なにか別のことに心を向けさせるのがよい。

　そう考えた隼知は、すぐそこに迫った秋の収穫に着目した。

　つまり、評定の場で特にうろたえていた者たちを、収穫の指揮をする役目である「目付役」としたのだ。

『冬を越せるかどうかは、目付役の働きぶりにかかっておる。養父上に安心して養生していただくためにも、しっかりと頼んだぞ』

　皆の前で、あえてそう鼓舞したのも効いたのだろう。彼らは目の前で重たく垂れている稲穂へと専念した。また隼知自身も収穫の督戦にかこつけて、領主である養父の無事を広く民たちに知らせてまわった。

　今も、東の大きな村へと足を伸ばしてきたところだった。

　東から攻められれば、砦の次に害を被こうむる場でもあるその村は、ほかの村々以上に領主の容態が気になっているようだった。それゆえに隼知はいつもに増して丁寧に、養父は必ず本復すること、またもし戦になっても、自分が志堂の将たちを率いて皆を守ることを伝えた。共に来ていた増常が、これでもかと言うくらいに「鷙鳥様」とくり返すのには苦笑したが、その二つ名で皆が安心できるのならば、構わなかった。

　初めから、養父のようにことを運べるはずがないのだ。こうして一日一日、一つひとつ、信頼を得ていくしかない。

　隼知はそんなことを考えながら、小夜嵐の上でぐいと伸びをした。そのついでについ「常嗣」と口にしてしまう。耳ざとい増常がそれを聞き逃すはずもなく、困った童子を見るような視線が返ってきた。

　実は、これが初めてではないのだ。

　ことあるごとに隼知は常嗣の名を口にしてしまい、そのたびに気まずい思いをしていた。

　いや、隼知以上に気まずかったのは、その場に居合わせた者たちだっただろう。

　常嗣の実の兄である増常でさえも、あきれた顔になるのだ。ほかの養父の配下たちは、それ以上に面白くなかったに違いない。

（気をつけては、いるのだがな）

　隼知はへの字に曲げた唇を隠すために、浅緑の羽織で口もとを覆った。その裾には名にちなんで、隼の羽を思わせる模様が入っていた。

　領主である養父に可愛がられて育ち、また、鷙鳥という二つ名を持つほどの勘もある。だがそれでも隼知は二十一歳と年若く、なにより領主の実子ではなかった。表立っては言わないものの、腹の中では隼知の領主としての器を疑っている者たちが、家中にも民たちの中にも少なからずいた。そのような者たちにとっては、口癖一つでも、不信の理由になる。

　隼知は負へと傾きかけた思考を断ち切るために、ぱちんと扇を鳴らした。と、馬を引く道介よりも早く、増常から応いらえが返ってきた。

「若が迅速に動いてくださったおかげで、家中の混乱も大方抑えられました。また領内を視察してくださったことで民たちも安心し、今は稲刈りに専心しているようです」

「一手目は、なんとかなったか」

「上々です。残る懸念は、先の大雨で崩れた川岸くらいでしょうか。ですがまあ、一か所だけのこと。庵原に目立った動きもありませんし、当面は手をつけなくてもよいかと」

　領地の西を流れる川の、志堂側の岸は崖のように切り立っていて、志堂の庵原に対する防御の要となっていた。崩れたところから庵原の軍が駆けあがってくるのでは、と、隼知は危惧していたが、それこそ「養嗣子」がことを荒だてるのもよくないだろうと考えて、今は口にしなかった。

　どちらにしても、普請は武士だけでは行えないのだ。収穫が終わるまではどうすることもできない。

　扇をしまう間にそう判断した隼知へと向けて、増常が「それから」と更に続けてきた。

「村長むらおさたちから陳情が来ております」

「収穫の人手が足りないか」

「いえ。収穫のあとに毎年行おこなっている、秋の大祭りについてです。殿が床に就いておられる今、ほかの祭りや集まりは取りやめにすると申し合わせたようなのですが、大祭りだけはさせて欲しいと」

「養父上は起きあがることすら叶わないのだぞ。そんな騒々しいことを」

　隼知はそこで言葉を止めて、左の人差し指の背を噛んだ。

　春と秋の大祭りは、農事のはじまりと終わりを神に感謝するための、特に大切な祭りなのだ。田畑を耕す者たちにとっては譲れないところだろう。祭りを楽しみにしているのは隼知も同じだから、彼らの気持ちも分からないでもなかった。

　しばらく思案したのち、隼知は「養父上に相談する」と言い直した。

「大切なのは、大祭りを行いたい民たちと、寝込んでおられる養父上の、双方の気持ちだからな。ただ、全てを禁じることはないとだけ、先に村長たちに伝えておいてくれ」

「賢明なご判断です。村長たちも若のお顔をたてて、ひとまずは受けいれましょう」

「おれの顔、な。まあ日頃から、顔を出してはいるがな」

　砦の実父のもとでは田畑の手伝いをしていたこともあって、隼知はこちらに来てからも、暇をみつけては民たちに声をかけて、田植えや種まき、収穫などの手伝いをしていた。それは代々の志堂の領主たちとは違うやり方だったが、養父が隼知を咎めたことはなかった。

　きっと補佐役を務める常嗣が、巧うまく言ってくれていたのだろう。いつだって常嗣は隼知を守る翼、絶対的な味方だった。逆を言えば、その常嗣が隣にいないせいで、隼知はいまだに家中を取り仕切ることに不安を感じているのかもしれなかった。

　だがこの心許なさにも、隼知はいずれ慣れなければならなかった。

　隼知が領主となった暁には、常嗣は補佐役の任を解かれることが決まっているのだ。そうなったら「ずっといっしょ」というわけにはいかなくなる。

　もちろん、領主の養嗣子の補佐役を務めあげた功と、戦場での数々の功を考慮すれば、将来、常嗣を隼知の重臣とすることは可能だ。

　だが肝心の常嗣が、それを望んでいなかった。

　増常に加えて常嗣も志堂の家の重臣となることは、確かに架元の家にとっては誉れだ。だが一方で、一つの家に二人の主がいるようなもの、いざという時に、架元の家が二分する危うさも孕むことになる。常嗣はそれを避けたいようだった。

　まあもっとも、「隼知様だけの温め鳥」などと言っている常嗣だから、補佐役の任を解かれたあともきっと、そばで支え続けてくれるだろう。隼知はそんな風に心のどこかで思っていた。

　物思いに耽ふける隼知の胸の内を知らないのは、秋風だけではなかったらしい。増常が常嗣と揃いの黒髪を風になびかせながら、やはり同じ色をした黄橡の瞳で笑いかけてきた。

「しかし、鷙鳥様も大人になられましたね。初陣にて、いきなり敵陣に突っ込んでいかれた時は、なんと血の気の多い御方かと案じもしましたが、今はすっかり落ち着かれました」

「おれが血気に逸れば、大切なものが傷つくと学んだからな。常嗣の顔に残る傷は今も、おれにとっての戒めだ」

「愚弟めが、少しでもお役に立っているのならば、幸いです。さあ、そろそろ館に戻りましょう」

「いや、屋敷に戻る」

　ついでに常嗣の屋敷に寄って、会えずにいた間の話を聞いてもらおう。

　隼知はそう算段していたのだが、増常に「とんでもない」と驚かれてしまった。

「今この時ですよ。お考え直しください」

「おれも将、この道介も使える男だ」

　小夜嵐の横を歩く道介が、遠慮がちに頭を下げた。それに増常が一瞬眉をひそめるような表情になったが、すぐに隼知の方へと顔を向け直してきた。

「お屋敷になにかご用事でも」

「いや、用事というほどのものはない。ただ常嗣の顔でも見てこようかと」

「美蔭殿や常嗣から、聞いておられぬのですか」

「常嗣？　美蔭殿？」

「ああいえ、なにも聞いておられぬのなら、お忘れください。二人には二人の考えがあるのでしょうから」

　わざとらしく視線を逸らしたところをみると、どうやら増常にこれ以上応じるつもりはなさそうだ。ならば、と隼知は「常嗣を館に呼べるか」と譲歩したのだが、それでも色よい返事はなかった。

「ですから常嗣は……。そうです、今宵は街道沿いの宿に行くと申しておりました。旅の者たちから外の様子を聞いてくる、と」

「街道沿いの、か」

　領主の養嗣子である隼知にかわって、常嗣が志堂領の外の情報を集めに行く。それ自体は以前からあったことだから、隼知にも文句はなかった。だが増常が言う「街道沿いの宿」には、遊君と呼ばれる女性たちがいるのだ。

　彼女たちは酒や話でもって客の相手をするのだと、隼知は常嗣から教えられていた。だが二十一歳にもなれば、その先にある「なにか」にも気づく。

　隼知は思わず、舌打ちをしてしまった。

「どうしても、とおっしゃるのでしたら」

「いやいい。しかしおまえも大変だな。養父上がお倒れになられてからずっと、館に詰め通しだろう。おれが屋敷に戻れば、おまえも妻子の顔を見に行きやすいかと思ったのだが」

　半分は舌打ちを誤魔化すため、だがもう半分は隼知の心の底からの労いだった。

　増常もまた、隼知の養父に負けず劣らずの愛妻家として知られているのだ。隼知は、さぞかし寂しいだろうと気づかったのだが、増常から返ってきたのは意外な言葉だった。

「妻とは、心の深いところでつながっておりますからね。確かな絆さえあれば、顔を見ずとも互いを信じていられるのですよ」

「そういうものなのか」

「ええ、そういうものです。心を交わす相手が定まれば、きっと若にも分かりますよ」

　増常が照れくさそうに笑った。だが恋もまだよく分からない隼知には理解し難がたく、「そうか」とこたえるのが精一杯だった。







　結局、隼知が再び自分の屋敷に戻れたのは、それから数日してのことだった。隼知は帰りがけにこっそり常嗣の屋敷に寄るつもりだったのだが、もう館を出るというところで増常と鉢合わせしてしまい、「寄り道をなさいませんように」と釘を刺されてしまった。

　あれだけ早く関所に働きかけたのにもかかわらず、領内に間者が入り込んだらしい。あるいは、以前から潜んでいたのかもしれないが、隼知も二度ほど、美蔭や山波たちが館の中を走りまわる姿を見ていた。

　もっとも、関所になど無頓着だった者たちにとってはこれらの騒動が、隼知に慧眼がある証となったようだ。今までは道を譲るのも不満だという顔をしていたくせに、今や深々と頭を下げるようになった者までいて、隼知は少々驚いた。

　こうした地道な努力がきっと、隼知の代となった時の志堂を支える、礎いしずえとなるのだろう。

　養父や常嗣の助言がないのは厳しかったが、隼知は慎重ながらも、自分の考えを口にするようになっていた。

　そうして今ようやっと、隼知の声が家中かちゅうに通るようになってきたところなのだ。ここで童子のような我が侭を言って皆を困らせてはまた、「養嗣子ゆえ」と言われかねない。

　そう考えると無理を通すわけにもいかず、隼知は結局、常嗣を自分の屋敷に呼ぶことにした。

　少しでも早く顔を見たかったのだがな、と思いつつ、隼知は屋敷の居室でつい、ぱちんと扇を鳴らしてしまった。それに庭木の手入れをしていた道介が振り向く。

　ついでだと、隼知は道介に話しかけた。

「道介。おまえ、館の内庭に迷い込んで、養父上の家人たちに叱られたそうだな」

「若様まで怒られてしまいましたか」

「いや。増常から聞いただけだ。とはいえ館とは、ややこしい話が飛び交うところ。耳にしたのでは、と疑われただけで手討ちにされることもある。おれへの使いを引き受けるのはいいが、館ではあまりうろうろするな」

「これからはもっと気をつけます。……それで若様は先ほどから、なにを苛立っておられるのですか」

　この屋敷の者たちは隼知、そしてその後ろにいる領主に遠慮して、こんな風に隼知の心の中まで踏み込んでくることはない。これもまた、人懐こい道介ゆえの技だった。

　隼知の方も十歳までは砦の守将の次男として育った身であり、また道介を気に入っていることもあって、気安く話しかけられてもさほど気にならなかった。

「屋敷に戻ってもう半刻（約一時間）にもなるのに、まだ常嗣の声が聞こえてこなくてな」

　今度は音が鳴る寸前で扇を弄ぶ手を止めたものの、溜息までは隠せなかった。そんな隼知の方へと、道介が枯れ枝を抱えたままやってきた。そしてどこか顔色を窺うような視線を向けてくる。

「どうした。なにか困りごとでもあるのか」

「あ、いえ、その……庵原、でしたっけ。そこの領主に今出てこられたらこの地は危ないって聞いたんですけど、本当なんですか」

「それは」

「――おい道介」

　突如、廊下の向こうから聞こえてきた厳いかつ声に、道介が抱えていた枯れ枝を投げ出して、庭に平伏した。反対に隼知は頬を綻ばせる。

「常嗣、来ていたのか」

「お呼びになったのは隼知様でしょう。それよりも、道介。そんな物騒な話、どこで聞いてきた」

「ええと、館では皆、口にしておりまして」

「館のどこだ。皆とは誰だ」

　なにをそこまで苛立っているのか。獲物を前にした鷹のような鋭い目つきで、常嗣が道介を睨みつける。

　この勢いでは、庭までおりていきかねない。

　隼知は慌てて障子のそばまで向かうと、常嗣を強い声で呼んだ。

「おい、常嗣。ここは戦場ではないし、道介は武将ではないのだ。そう威嚇するな」

「武将ではない者までもが、こういったことを口にしている。それが問題なのです」

「養父上が床に就いておられる今、誰だってこの地の行く先が気になるだろう」

　それこそ常嗣の実兄、家老である増常でさえ、毎日のように愚痴を零しているのだ。いっそ周りに聞かせたいのではないかと思うくらいだぞ、と隼知はあえて笑った。

　そんな隼知を秋風から隠すように、常嗣が部屋の中へと促してきた。更には道介を追い払って、障子をぴたりと閉める。

　次の瞬間。隼知は壁際へと押しやられていた。まばたきする間もなく、常嗣が両の手をだん！　と壁に突いて、隼知を腕の中へと閉じ込めてくる。

「……いけませんね、誰でもかれでも信用なさって。たとえ家人であれ、不用意に御身に近づけなさいますな」

「道介の、ことか」

「……」

　常嗣の重たい沈黙に、二人の間に戦場にも似た緊張感が広がった。

　隼知を若き隼とするならば、常嗣は錬れた鷹だった。いくら鷙鳥と呼ばれようとも、体躯と膂力りょりょくで凌駕されてはなす術すべもない。

　鷹の鋭い爪に捕らえられた若き隼のように、常嗣の小刀しょうとうに肌を裂かれる――隼知はそんな己の姿を想像してしまい、ぞくりと背を震わせた。

　怖い。なのに、常嗣から目を逸らせない。

　隼知は相反する思いの中、吸い込まれるように、常嗣の戦傷に触れていた。偶然か、てのひらに常嗣の唇が触れる。

「っ」

「ああ……いつの間にか、このような大人びたお顔もなさるようになっておられたのですね。ですが、お力を過信なさいませんように。周りにいる者たちの動静には、重々お気をつけくださいませ」

　常嗣が腕を解き、すっと離れていく。

　隼知は嫌な予感がした。今一度、とあの戦傷へと伸ばした手も、常嗣によって下へと向けられてしまう。かわりに常嗣の冷たい指先が隼知の頬をなぞり、固く握りしめられた。

　呼吸一つののち、隼知は予想だにしない言葉を耳にしていた。

「俺の翼の下にお隠し申しあげるのは、今日でお終いです」

「急に、なにを」

「隼知様はいずれ、この地のご領主様となられる御方。対して俺は、一介の将でしかありません。戦場ではどうとして、政の役には立てません」

　引きとめる間もなく、常嗣が床に片方の膝を突いた。そして恭しげに隼知の右手を取ると、自分の額へと押し当てた。

「これからは何事も、兄の増常にご相談くださいませ」

「おまえはおれの補佐役。領主となったのちもおまえと相談して」

「隼知様。隼知様の筆頭家老となるのは、兄です。俺ではありません」

「それは、分かっている。だが」

「不慮のこととはいえ、こたびはよい機会。これからは俺も、立場を弁わきまえたく存じます」

　常嗣が言っていることは正しい。それは隼知も分かっていた。だが頭の中が真っ白になってしまい、こたえることはおろか、頷くことすらできなかった。

　ほかの者が相手だったなら、隼知はここまで困惑しなかっただろう。だが常嗣だけは特別だった。離れていかれたくないという、童子じみた感情が先走る。

　隼知はいつしか、縋る目で常嗣をみつめていた。

「おれが不甲斐ないせいで、養父上から叱られたのか。それともおれが養嗣子であるせいで、誰かから嫌みを言われたのか」

「いいえ。俺の一存です」

「なぜ」

「俺がはっきり言わなければ、隼知様は俺のもとに帰ってきてしまうからです。今日のように俺を呼びつけ、俺の翼の下に潜り込もうとなさるからです」

　背を向けても追い払っても帰ってきてしまう雛鳥様――。

　まさに常嗣の言う通りだった。だが隼知はここに至ってもなお、唇を噛むことしかできなかった。

「ずっといっしょだと言ったではないか。だからここが、常嗣の隣が、おれの帰る場所だ」

　訴えた声は、情けなく震えていた。今までであればそれでも察してくれた常嗣なのに、今は眉一つ動かさなかった。

「常嗣」と、隼知は声を絞りだした。と、微かに常嗣の黄橡の瞳が揺れる。

「ああそんな、哀しげなお顔をなさらないでくださいませ。……大丈夫。俺が隣にいなくても、隼知様は必ず、よい領主様になられますよ」

「慰めなどいらぬ」

　隼知は頑是がんぜない童子のように、頭を横に振った。だが常嗣が言葉を覆すことはなく、深く深く頭を下げると、以降一切振り返らずに、出て行ってしまった。







　一体どれくらい、そうしていたのだろう。

　隼知は気がつくと、居室の隅で膝を抱えていた。

「……いずれおれは、この地の領主になるのだ。遅かれ早かれ、互いの立場を弁えなければならなくなることくらい、分かっていた」

　暮らす場所がこの屋敷から館へと移るように、領主の養嗣子と領主では立場が大きく違う。領主となれば、身内でも重臣でもない常嗣を、しょっちゅう館の居所に呼びつけられるはずもなかった。なにより、常嗣本人が館を敬遠している。

　それでも隼知は、自分の方から会いに行けばいいと思っていたのだ。だが肝心の常嗣に背を向けられてしまっては、屋敷にあがることはおろか、顔を合わせることさえ叶わない。

（いっそ常嗣の意向を無視して、おれの代では重臣にしてしまおうか。そうすれば、いつでも館に呼べる）

　手っ取り早いのは常嗣を、たとえば美蔭のように男兄弟がいない重臣の娘の婿とする方法だった。婿として別の家を継がせれば、架元の家を二分することもない。

　だがそう思いつくと同時に、隼知は胸がしめつけられた。

　兄の増常がそうであるように、弟の常嗣もまた、妻を一番に愛するようになるかもしれないと思ったのだ。

　自分以上に常嗣の心を占める存在が現れる――想像しただけで、隼知は虫唾むしずが走った。

「……は。あれも嫌だ、これも嫌だ。これではまるで駄々っ子だ」

　九歳年上、将としても優れている常嗣は、すでに隼知のこの本質を見抜いていて、嫌気がさしたのかもしれない。

　将は主に、己の命を預けるのだ。この戦世、下につくにふさわしくないと思えば、主のもとから去る者もいる。

　負の思考に囚われた心が、隼知のもとに次から次へと悪い考えを連れてきた。

　もう何度目だろう。

　隼知は「常嗣」と震える声で紡いだ。常嗣が隣にいない自分の姿を想像しただけで、魂が引きちぎられそうだった。

（……領主の養嗣子と、その補佐役。我らの間には、それだけしかなかったのか）

　いや。隼知の心はもっともっと深いところで、常嗣を求めていた。ただこれがなんと呼ぶべき感情なのか、分からないだけだ。

　これもまた、未熟さゆえなのか。ならばいっそ開き直って、童のように声をあげて泣いたらすっきりするのだろうか。

　だが隼知は、常嗣の前でしか泣けなかった。こんな時でもそれは変わらず、涙を零すことさえできなかった。







　養父が床に就いていなければ、隼知はそれこそ十日でも一月ひとつきでも自分の屋敷に閉じ籠もっただろう。常嗣の言葉はそれだけ大きな衝撃を、隼知の心に与えていた。

　だが今は現実がそれを許さなかった。ゆえに隼知は、次の日には再び、館での政務に戻っていた。

　この上情けない姿を見せたら、常嗣の心はますます離れていってしまうかもしれない。

　そんな不安が、隼知にはあった。

　養嗣子としての務めを立派に果たす姿を見せ続ければ、常嗣も前言を撤回してくれるかもしれない。

　そんな藁にも縋る思いも、あった。

　幸か不幸か。志堂の一切を任せられた隼知には、やらなければならないことが山ほどあった。隼知は朝も昼も夜も関係なく館に詰めて、政から戦事まで、片っ端から片づけていった。

　周りからは隼知の体を心配する声が洩れ聞こえてきたが、じかに隼知へと伝える者はいなかった。

　領主の養嗣子を諫めるのはずっと、架元常嗣の役目だったからだ。

　隼知は、そんな些細なことにもいちいち常嗣の存在の大きさを思い知らされて、そのたびに零せない涙で胸を一杯にしていた。

　そうして自分自身を痛めつけるような日々を過ごす隼知のもとへと今朝、追い討ちをかけるように、常嗣が美蔭のもとに足しげく通っているという噂が届いたのだ。

　たまらずに、隼知は道介に命じて様子を見に行かせて――事実であると、先ほど知らされたところだった。

　思い起こせば今から三年ほど前にも、二人の間に結婚話が持ちあがったことがあった。だがその時の隼知は、少し寂しくなるな、としか思わなかった。

　あの頃はその程度にしか思わないほど、常嗣がずっとそばにいてくれたのだ。常嗣の目が誰を一番長く映しているのか、隼知はよく知っていた。

　だが今は違った。

　隼知は常嗣の翼の下から追い出されてしまったのだ。対して美蔭は、結婚したらずっと、常嗣のそばにいられる。

　――そこは、おれの場所だ。

　隼知は胸の奥で、どろりとした感情が渦巻くのを感じた。こんなことは初めてで、困惑してしまう。

「……若。若っ」

「常嗣……ああいや、増常か。すまぬ、間違えた」

「それは構いませんが。お顔の色がひどいですよ」

　そんなことはない、と言おうとして、隼知は体に力が入らないことに気がついた。慌てて文机ふづくえの端を掴まえようとしたが、その手さえも動かなかった。

「っ」

「誰か薬師をっ」

　叫んでいるのは増常だろう。これが常嗣であればよかったのにと思うと隼知は哀しくて、やりきれなかった。







　秋の収穫に精を出すことで、領主の姿が見えない不安を押しやった養父の配下たちと、政務に集中することで、常嗣の翼の下から追い出された不安を押しやろうとした隼知の一番の違いは、見守る存在の有無だったのだろう。

　隼知は心身を酷使し続けた結果、三日三晩寝込むはめになった。

　もっとも隼知自身には、初めの二日間の記憶がほとんどなかった。ただ一つ、月明かりの下に見えた人影だけを朧げに覚えていた。

　常嗣、と、隼知は呼びかけたように思う。だが人影から返事はなかった。それどころか動く気配さえも感じられなかったから、隼知は夢だと思った。

　そもそも常嗣は館に足を向けたがらないのだ。隼知を突き放した今、ここに現れるはずがなかった。それでも常嗣に会えない日々に心が餓かつえていた隼知には、幸せな幻だった。

　しばらくしてまた目を開けると、隼知は常嗣に、その身を抱き起こされるところだった。

　ご丁寧にも常嗣とそっくりな場所にある顔の傷に、隼知はそっと手を伸ばした。と、あの日とは違い、隼知の手は受けいれられて、幻の常嗣が顔を覗き込んできた。

　一拍の間。額になにか柔らかなものが触れた。

　隼知は、口づけとはきっとこんな感触だと思った。たとえ夢であっても、その相手が常嗣であったことが嬉しかった。

　なぞる指に誘いざなわれるままうっすらと唇を開くと、舌の上に甘みが広がった。

　それは幼い頃に実母が煎じてくれた薬の味にも似ていて、隼知の心を慰めてくれた。







　隼知の意識がはっきりとした時にはもう、常嗣の幻はなかった。かわりに、蔭知の家の若頭である山波が護衛として、廊下で控えていた。

　隼知が倒れた経緯を増常辺りから聞いたのか、あるいは足しげく通っているという常嗣からそもそもの事情を聞いたのか。領主が床に就いている今、養嗣子の身にまでなにかあっては大変だと、美蔭が寄越してきたらしい。

　隼知は今朝方、館から自分の屋敷へと戻ってきていた。その寝所の前の廊下には、館にいた時と同じように、無表情の山波が座っていた。

　これまでは、隼知のそばにはいつだって常嗣がいたのだ。誰も、そう、隼知自身でさえも、護衛をつけるなど考えたこともなかった。

　つくんと痛んだ胸を、隼知は衣の上からそっと押さえた。すると時を同じくして、廊下から家人の控えめな声が聞こえてきた。

「お薬湯をお持ちいたしました」

「あ、はい」

　腰をあげかけた道介を、山波が鋭い視線でとどめて、かわりに湯呑を受け取った。そして当然だというように、懐から取り出した匙のようなもので薬湯をひと掬いして、口に含む。

　その有無を言わせぬ態度に、道介が隠さない溜息をついた。

「山波様、でしたか。若様が口になさるもの、身につけるものは全て、あの方を通さないと駄目らしいんです」

　道介は道介で、与えてもらった優しさに報いたいと、隼知の世話を買って出たらしい。

　山波の、常嗣とはまた違う威圧感は、忍びであるからこそのものだった。たとえるならば、常嗣はあからさまに抜かれた太刀、山波は袖の中から突きつけられた錐きりのようだった。もっともどちらも、慣れていない者にとっては恐怖でしかない。

　そのせいだろう。山波から薬湯を受け取った道介の手が、かたかたと小刻みに震えていた。隼知は零したら大変だと、慌てて湯呑へと手を伸ばす。

　ちなみに館から屋敷へと戻ってきたのは、隼知自身の判断だった。

　館の喧騒から少し離れた方がいいという薬師の見立ては確かにあったが、それ以上に、領主が床に就いている上に養嗣子までもが寝込んでいては、館の者たちが苦労すると考えたのだ。

　それに隼知の屋敷からは、常嗣の屋敷も近い。もしかしたら顔くらい見せてくれるのではないかという仄かな期待も、隼知にはあった。

　だが常嗣は姿を現さなかった。道介が聞いてきた話によると、常嗣自身の屋敷にも戻っていないらしい。

　これもまた、隼知を常嗣の翼の下に帰らせないためなのだろう。そうと分かっていてもなお落ち込む自分を、隼知はどうすることもできなかった。

　常嗣は今頃どこで、翼を休めているのか――隼知はそんなことを考えてつい、蔭知の、いや、美蔭の家の若頭である山波に、問うような視線を向けてしまった。

「若様。いかがなさいましたか」

「常嗣は……いや――」

「架元様がどこにいらっしゃるか、ご存じですか」

　隼知の顔色を見て察したのか。道介が隼知の言葉を引き継ぐ。

　これは流石に僭越せんえつが過ぎると隼知も思ったが、山波のこたえが気になって、今は黙っておくことにした。

　それにしても、だ。先ほどは手が震えるほど山波を怖がっていたくせに、いざとなると腹がすわる。道介の意志の強さは、武士以上かもしれない。

　あるいは間者向きか、と思いかけて、いやまさか、と隼知は苦笑した。そんな隼知へと、山波がちらりと視線を向けてくる。一つ頷いてみせると、山波もしっかりとこちらへと向き直って、深く頭を下げてきた。

「残念ながら、俺はなにも聞いておりません。ただ風の噂で、宿々を泊まり歩いておられると、耳にいたしました」

「は。まるで渡り鳥だな」

　隼知は、「そこまでしておれを避けるか」という嫌みを、どうにか呑み込んだ。

　政務に戻れさえすれば、このようなくだらないことなど考えないで済むのだろう。だがこっそりなにかしようにも、書状も筆も硯も、おおよそ政務に関わるものは全て、増常によってここ、隼知の寝所から片づけられていた。

　仕方なく、隼知は見どころがない庭へと目をやった。

「……そういえば。道介はよく、木に登っているそうだな。なにか面白いものでも見えるか」

　隼知も砦にいた頃は、よく実兄と共に木に登って、空に浮かぶ雲を眺めていた。一度登るとなかなかおりてこない兄弟のことを実父は、将来忍びになるか、と笑って見ていたものだった。

　だが道介のこたえは、そんなのどかなものではなかった。

「都を見てみたいのです」

「都？」

「あ、見えるはずがないことは分かっています。ですが母が、縁者がいると言っていたもので。あとは、道を行く人たちの姿を眺めるのも気晴らしになります。いいことがあったのかな、とか、悩みごとがあるのかな、とか分かります」

「それはすごいな。おれはそばに行き、顔を見なければ分からない」

　自分で言って、隼知は一つ、頷いた。

　こうして悶々としているよりは、常嗣の顔を見に行った方がいいと思ったのだ。聞きたくないこと――たとえば美蔭との関係を聞かされるかもしれないが、それでも、負の考えに呑まれて再び倒れるよりは、ずっとましに思えた。

「――出かける」

「え？　もう日もだいぶ傾いておりますよ。それに館の方々には」

「言い訳はあとで考える」

　隼知は「支度を」と廊下に向けて声をかけた。それに目を丸くする道介にかわって山波が、「どちらへ」と尋ねてきた。

「常嗣に会いに行く。道介、あやつがどこにいるか、聞いてこい」

「は、はい」

　止められないと判断したのだろう。山波も「お供いたします」と腰をあげた。

　決めてからの隼知の動きは速かった。道介からの報告を待つ一方で、隼知は久しぶりに藍色の袴と常盤色の小袖を身につけた。

　衣を改めたおかげか。いつもの浅緑の羽織を身につけた頃には、背筋がしゃんと伸びていた。そんな主の様子に気づいたのだろう。我も連れて行けといわんばかりに小夜嵐が鳴く。

「小夜嵐は道介に引かせる。護衛は山波。いいな」

　駄目だと言っても、どうせこの二人はついてくるのだ。ならばいっそ、役目を与えた方がいい。

　そんなことを考えながら支度を終えた隼知のもとへと、道介が戻ってきた。隼知は早速「常嗣の居場所は分かったか」と問うたのだが、返ってきたのは「ええとそれが……」という、なんとも歯切れの悪い言葉だった。

「どうした。美蔭殿のところか。それとも、美蔭殿が常嗣の屋敷にいるのか」

「……いえ。山波様の言う通り、街道沿いにある宿に向かわれたとのことでした。あ、その、外の話を聞くためだとか」

「美蔭殿の次は、あの宿か。何事も増常に相談せよと言い放ったとはいえ、まだおれの補佐役であるのに、いい御身分だな」

　街道沿いにある宿とはすなわち、遊君がいる宿のことだ。

　隼知はぎりと奥歯を噛みしめた。その背でなぜだか山波が、安堵のものともとれる吐息を落としたが、今の隼知には気にかける余裕はなかった。

　常日頃から跡継ぎを残すつもりはないと公言している常嗣だが、その裏で、女性たちとの噂も絶えたことがなかった。そんな常嗣が遊君のもとに行けば、話を聞くだけでは終わらないことくらい、隼知にも想像がついた。

　それでも今までは、常嗣は隼知のもとから出かけて、隼知のもとに帰ってきていたのだ。

　だから、だったのだろう。隼知は快くは思わないまでも、こんなに胸がむかついたことはなかった。

　――常嗣をとられたくない。

　隼知の頭の中には今、それだけしかなかった。そんな鬼気迫る主を止められる者は屋敷にはなく、隼知は半刻（約一時間）後、夕闇の中でも桃源郷のように明るい宿を睨みつけていた。その背へと道介が、困ったような声をかけてくる。

「若様。まことに乗り込まれるのですか」

「ここまで来て引き返すなどありえん」

　こうして話している間にも、宿からは鼓や笛の音ね、男女の声が賑やかに響いていた。村祭りとはまた違う軽妙な音曲は夢の中のものにも思え、あるいは今が戦世であることを忘れさせようとしているかのようでもあった。

　もっとも、領主の養嗣子に乗り込まれた宿の主は、夢の中ではいられなかっただろう。「困ります」と何度かくり返したが、最後には、常嗣が宿の一番奥、選ばれた者しか入れない部屋にいることを、隼知へと密かに教えた。

　薄暗い廊下を行く間にもそこかしこから漂ってくる香の、甘ったるいにおいに隼知は眉を寄せて、羽織の袖で口もとを覆った。その背を道介がさすってくれる。

　旅の者たちも泊まっているからだろう。半歩後ろに付き従う山波が、鋭い目つきを更に鋭くしながら小声で尋ねてきた。

「失礼ながら若様。こちらにいらしたことは」

「視察で二度ほど来たことがある」

「つまり、明るいうちに、ということですな。ここは昼と夜とでは違う顔を持つ場所。ゆえに今、乗り込まれるのはお勧めいたしません」

「皆で童子扱いしよって」

　隼知は頭に血をのぼらせたまま、更に奥へと足を踏み入れた。

　どうやらこの廊下は、奥に進めば進むほど明かりが落とされていくようだった。音曲も控えめになり、かわりに女のくぐもった声が洩れ聞こえてくる。

　隼知の目が、わずかに開いた襖へと向かったのは、全くの偶然だった。

　――薄明かりの中で、女の白い太腿が揺らめいていた。

　見ている者がいるなど露ほども思っていないのだろう。女は逞しい男に組み敷かれて、苦しげにもがいていた。

　なのに女の手ときたら、男を離すまいと腕に薄い爪をたてて、自分の方へと引き寄せているのだ。

　女の唇がねとりと開いた、その瞬間。なぜだか隼知の目の中で、女と自分の姿が入れかわっていた。

「っ」

「若様、もう戻りましょう」

「構うな、道介。香にあてられただけだ」

　どうにか隼知は、平静を保っている風な言葉を紡いでみせたものの、その実、胸はどくどくと重たい鼓動を刻んでいた。それとともに、あのどす黒い感情が腹の底から湧きあがってくる。

　今ここにいる隼知は、領主の養嗣子でも武将でもなかった。ただ常嗣を求めるまま足を動かして、闇の中に潜む襖の前へと辿り着いた。

　呼吸を整えるために一つ深く息を吐いてから、隼知は「入るぞ」と声をかけた。それにこたえて道介が、襖をゆっくりと開ける。

　吹き込んだ風が悪戯いたずらしたのか。部屋に灯された明かりがぶわりと膨らむのが見えた。そのせいで歪んだ視界の真中で、大輪の花が一輪、隼知に向かって微笑みかけていた。

　華やかな衣にも負けない、溢れんばかりの色香。そこに添えられた知的な瞳が、この宿一の遊君だと物語っていた。

　隼知は言葉すら交わさぬうちに、（負けた）と思ってしまった。

　武士にも臆することなく優雅に平伏してみせた彼女と比べたら、常嗣を求めてここまで乗り込んできた隼知は、童子以外のなにものでもなかった。

　茫然と立ち尽くす隼知にかわって、遊君が花が綻ぶような甘い声を発した。

「若様御みずからのお越し。さぞや火急のことでございましょう。残念ですが、今宵はここで下がらせていただきます」

「いや。このままでいい」

　低い声の主ぬしは、ほかでもない、常嗣だった。

　隼知に遊君を見せつけるために、物陰にでも隠れていたのだろう。あるいはそうすれば、隼知は彼女の色香に圧倒されて、この場から逃げ出すとでも考えたのかもしれない。だが隼知はそれにさえ気づけず、「常嗣」と口にするだけで精一杯だった。そんな隼知と微笑む遊君との間を裂くように、常嗣がどかりと腰をおろした。

「このようなところまで乗り込んでこられるとは。いくらなんでも無粋が過ぎますよ」

「おまえこそ、この酒器の山はなんだ」

「この場にてまずおっしゃることがそれですか。本当に可愛らしい」

　ついでのように、常嗣が遊君の指を撫でるのが見えた。と、遊君の白い首筋にさっと朱がのる。

（このような不埒な場に、長居などできぬ）

　そう思う一方で隼知は、ぞわりと滾る血潮に戸惑っていた。

　そのせいでわずかに及び腰になった隼知を、常嗣が見逃すことはなかった。すかさず追い討ちをかけてくる。

「隼知様は、ここがなにをするところかご存じないのですか」

「虚仮こけにするな。それくらい、おれとて知っている」

「では、この常嗣にお教えいただけますか」

　挑発しているのだろう。常嗣の片方の頬がわざとらしく持ちあがった。

　それを見た瞬間、隼知は自身でも予想しない行動に出ていた。

　常嗣の胸ぐらを掴むと、その唇に自分の唇を重ねたのだ。百戦錬磨の常嗣もこれは想定していなかったようで、目が丸くなるのが見えた。

「……帰るぞ、道介」

「え？　あ、はい」

　隼知はばっと身を翻すと、以降、振り返らなかった。振り返らないことが、領主の養嗣子としての、せめてもの矜持だった。







　遊君とお楽しみのところに乗り込まれたのだ。今度こそ常嗣も文句を言ってくるだろう。

　隼知はそう考えていたのだが、常嗣が隼知の前に顔を出すことはなかった。それどころか常嗣はあの夜以降、誰とも会わず、どこへも出かけず、自分の屋敷に籠もっているらしい。

　戦でもするかのように門を固く閉ざして、武術の使い手たちを警戒に当たらせていると、館での政務に戻った隼知の耳にも届いていた。常嗣の屋敷に曲者が忍び込んだらしいとも聞こえてきていたが、隼知はそれすら、常嗣が自分を遠ざけるために流した噂に思えて、鬱々としていた。

　秋風にのってふと、笛の音が聞こえてきた。それにつられて隼知は、文をしたためていた手を止めた。

　文を送る相手は、都の近くにある縁ゆかりの寺だった。

　そもそも志堂と庵原が何代にも渡って戦を重ねることになったその発端は、都で起こった争いにあるのだ。都から遠いこの辺りでも、いずれの勢力につくかで敵味方に分かれ――その時の敵対関係が今もなお続いていた。

　そう知るがゆえに隼知は、代々の領主たち以上に都の動静を気にしていた。だが、思うような情報はなかなか伝わってこないのが実情だった。

　隼知は顔をあげたついでに、すぐそこの文机で筆をとっている増常へと、声をかけた。

「祭りはもうすぐそこだったな」

「お耳に障さわるようでしたら、やめるように言ってまいりますが」

「養父上の養生の邪魔にならないのであれば、構わない」

　もともと祭囃子は好きだからな、と言いながら、隼知は増常の横顔をさりげなく眺めてみた。

　父母を同じくする増常と常嗣だ。漆黒の髪も黄橡の瞳もそっくりだった。

　だが、それだけだった。常嗣に感じるような胸の高鳴りも苛立ちも生まれなかった。

「若？」

「ああいや。常嗣の屋敷に曲者が入ったというのは、まことか。今まではなんでもおれに知らせてくれたのに、今は声一つ聞こえてこなくてな」

「それは――」

　なぜだか増常がくすりと笑う。それを機に、隼知は少しばかり休むことにした。

　幸い家中かちゅうの者たちも領内の民たちもだいぶ、落ち着きを取り戻していた。残る大きな問題は、以前増常も話していた川岸の普請くらいだろう。

　とはいえこればかりは、領主である養父の本復を待って、指揮を執ってもらうしかなさそうだった。

　養父が倒れた時は、隼知の胸には正直、不安しかなかった。だが今は、普請の指揮を執るにはまだ力が足りない己への悔しさがあった。こうすれば効率よく普請が進められるのでは、あるいはああすればもっと丈夫なものができるのでは、と、つい、考えてしまう。

　秋の大祭りは盛大にやってよいという領主の言葉も背を押しているのだろう。稽古にも熱が入っているようで、笛の音が更に大きくなった。

　隼知は、あの宿で聞こえていたものよりもこちらの調子の方がいいなと思いつつ、暫し耳を傾けていた。そこへ増常が、折よく白湯さゆを勧めてくる。

「愚弟のことですが。一昨日、昨日と続けて、屋敷に曲者が入り込んだようです。それゆえ門を閉ざした、と今朝私に知らせてきました。加えて、万一のことがあってはならぬゆえ、若も私もあちらの屋敷には近づくな、と。若になにも言わないのは、ようやく立場を弁えたからです――と言いたいところですが、あれはただ、拗ねているだけですよ」

「常嗣はもう、齢よわい三十だぞ。拗ねるなどありえんだろう」

「ままならぬことがあれば、三十だろうが四十だろうが拗ねますよ。ましてや、これだけ急に状況が変われば、頭もついてこないでしょう。現に、今若の一番そばにいるのは愚弟ではなく、殿がおつけになったあの小者です」

「……確かにな」

　隼知とて、常嗣がそばにいないだけでこんなに心が揺れるなんて、知らなかった。常嗣のそばにいる者たちに、片っ端から嫉妬するなんて考えもしなかった。

（そう、か。おれは美蔭殿たちに嫉妬していたのか）

　追い出された場所――常嗣の翼の下に潜り込もうとする彼女たちが、隼知は妬ねたましかったのだ。もっとはっきり言えば、許せなかった。

　腑に落ちた、と隼知は心の中で頷いた。それに気づくはずもない増常が、隼知の沈黙に更に苦笑を深めるのが見えた。

「親鳥が、その翼で雛鳥を温めるように、常嗣は今まで、若を放そうとしませんでしたからね。慣れぬ外の風は、御身に厳しくありませんか」

「厳しくない、とは言えないな」

　隼知は軽く肩を持ちあげたあと、遊君がいる宿に乗り込んだことを話した。流石は兄弟と言うべきか。あの夜の常嗣と同じように増常も慌てることはなく、ただ一つ頷いただけだった。

「その件につきましても、愚弟から報告を受けております。何事もなくお屋敷にお戻りになったとのこと、こたびはよろしゅうございましたが、重々お気をつけくださいませ。先日若を狙った曲者も、いまだ捕らえるには至っておりませんので」

「細々こまごまとしたことはあるようだが、美蔭殿が寄越してくれた山波が目を光らせておるゆえ、大事ない。……まあ、急襲であれなんであれ、領主の養嗣子ならば少なからずあることだしな」

「そこまで分かっておられるのでしたら」

「できるだけ大人しくしていろ、だろう。常嗣に似た声で似たことを言うな」

　唇を曲げた隼知へと、増常が無言のまま、深く頭を下げてきた。隼知は顔をあげるように言いながら、取り出した扇で一つ、てのひらを撫でた。

「なあ増常。常嗣はもう、屋敷から出てこないつもりなのだろうか」

「なに。戦になれば、出てきますよ」

「春を待つ熊ではないのだぞ」

「似たようなもの――いや本人は、大鳥だか親鳥だかのつもりでしたね」

　どうやら増常は、この件についてまともにこたえる気がないらしい。

　鷙鳥と呼ばれるがゆえの勘だったのかもしれない。隼知はなんとなくだが、なにか別の、たとえば養父の意思が働いているような気がした。

（だとしても、関係ない。おれはただ、使える養嗣子であればいいだけだ）

　そう思えるようになったのは、少しは成長したからか。隼知は気がつくとともに、口の端を持ちあげていた。

「若？　どうかなさいましたか」

「ああいや。養父上のお加減はいかがであろうかと思ってな。一度ゆっくり見舞いをと、考えているのだが」

「ならば祭りのあとがよろしいかと。踊る者には踊ってもらい、奏でる者には奏でてもらってからでなければ、ゆるりとできませんので」

　増常の目もとに喜色が浮かぶのが見えた。それに合わせるように、祭囃子が軽快な調子へと変わる。

　隼知は一つ頷いたあと、秋色に染まった内庭へと視線を流した。

「しかしこたびは、常嗣の下手な舞は見られそうにないな。祭りの時には決まって、遠くから聞こえてくる囃子に合わせて、踊ってくれていたのだが」

「あれの舞は、下手の横好きにもなれぬひどいもの。心の表し方がまことに拙つたなく、むやみに地を踏み抜いてばかりおります」

「はは」

　隼知になんでも教えてくれた常嗣だったが、思えば、舞と恋の仕方だけは教えてくれなかった。

　笛の音はまだ鳴りやまない。

　激しくなっていく旋律にざわめく胸を、隼知は抑えられなかった。







　聞いた話によると、隼知は赤子の頃から、笛の音が聞こえてくると落ち着かなくなる性分だったらしい。それは実母から受け継いだようで、砦にいた頃は祭囃子に合わせて二人で踊って、実父や実兄を笑わせていた。

　もっとも同じ領内でも、砦の辺りと館の辺りでは祭囃子の調子は違う。それでも隼知はこちらに来てからもずっと、笛の音を楽しみにしていた。

　なぜなら祭りの日には必ず、常嗣が迎えにきてくれたのだ。

　初陣より前は祭りの輪の中へ、それ以降は祭囃子がよく聞こえる丘へと、隼知を連れ出してくれた。

　将となってからは祭りの輪の中に連れて行ってもらえなくなったのは、そこが出会いの場も兼ねていたからだろう。補佐役としては、領主の養嗣子に羽目を外させるわけにはいかなかったに違いない。

　とはいえ隼知は、常嗣以上に心安く思う相手に会ったことがないのだ。ほかの男や女に目をくれるはずもなかったのだが。

　こんなことばかり考えてしまうのは、今日が件くだんの大祭りの日だからだった。この日ばかりは館での執務も日が中天にかかるまでとされていて、隼知も早々に自分の屋敷へと戻ってきていた。

　隼知は独り、薄明かりが灯された居室で、夕暮れに染まる庭を眺めていた。

　遠くから、祭囃子が聞こえてきていた。

　護衛として、いまだ隼知についてまわっている山波だったが、今は訪ねてきた美蔭となにやら話し込んでいて、ここにはいなかった。

　蔭知からの言伝でも聞いていたのか。山波がふと目もとを和らげたように見えたのもまた、祭囃子のおかげだったのかもしれない。

　隼知は山波がそばにいないのをいいことに人払いをして、道介さえも居室から遠ざけていた。家人が先に届けてくれていた白湯が見えたが、手をつける気にもなれなかった。

　美蔭はこのあと、常嗣のもとに向かうのだろうか。いや、艶やかな噂が絶えない常嗣のことだ。すでにあの遊君辺りとこの笛の音を楽しんでいるのかもしれない。

　街道沿いの宿に乗り込んだせいでその姿がありありと想像できてしまい、隼知はますます居た堪れなくなった。のろのろと障子を閉めて、脇息きょうそくに体を投げ出す。

　面倒くさがりだと自身では言う常嗣だが、一度翼の下に入れた者はどこまでも甘やかすと、隼知は誰よりもよく知っていた。隼知にそうしたように、さりげなく女たちの髪を梳いたり手をつないだり、あるいは額に唇を落とすのかもしれない。

「ああ、額への口づけは、夢の中での話だったな」

　そう、一度は笑い飛ばしたものの思いはやまず、隼知は頭の中で次々と、噂に聞いた女たちを常嗣の隣に並ばせて、そのたびに溜息をついていた。こんな虚しい妄想はもう終わりにしようと思ったその矢先、女の姿が隼知自身とすりかわる。

　妄想の中の女――いや今や隼知は、太い腕にしなだれかかるようにして、常嗣に身を添わせていた。髪を撫でられれば隠さずに、うっとりとした目を向ける。

　遊君がいる宿で覗き見た女のもののように、隼知の足が蠢いた。

「んん」

　隼知は背から常嗣に抱かれているような錯覚に陥った。安心感しかなかった幼い頃とは違い、鼓動が祭囃子よりも激しく高鳴る。

　身の奥から、じくりとした熱が湧いた。それは肌の上を好き勝手に這い巡り、やがて隼知の下腹に集まりはじめた。

　未知の疼きに、隼知は細い息を吐き出した。そのせいで揺れた明かりの向こう側に、常嗣の顔が見えた気がして――それから先はもう、なにも考えられなかった。

　隼知は袴を緩めると、震える手をそっと中に差し込んだ。

　指先に当たった雄芯はすでに、しっとりとした熱を帯びていた。驚く間もなく、隼知の身に甘い痺れが走る。

「あっ」

　駄目だ。絶対に駄目だ。

　そう思うのに、隼知は熱芯から手を離せなかった。

　二十一歳にしては性愛に関する知識が少ない隼知だ。とはいえ、熱に触れたことがないわけではない。

　だが自分の手が常嗣の手に思えたのは初めてだった。そしてそれは今までにない熱を――快楽を、隼知へと与えた。

「っ、ふ、う」

　瞼の裏で、隼知だけの常嗣が優しく名を囁いてくれ、頭を、手を、熱を、撫でてくれていた。

　そう。あの宿で女が男にされていたように、隼知は幻の常嗣から寵を与えられていた。隼知の知る主従のならいとは逆しまだったが嫌悪感はなく、それどころか、あるべきところに魂がおさまった、そんな幸福感すらあった。

『隼知様』

　少し困ったような常嗣の声は、隼知の我が侭をいなす時のものに似ていた。そしてその唇で隼知の指をはくりと食はんでくる。

　幻の常嗣が、鷹のような瞳で隼知を射ぬいた。更には肉厚な舌で、指先をぞろりと舐めあげる。

（こんなみっともない姿、人に見られるわけにはいかない）

　わずかに残っていた理性で、隼知は愛しい男の名を噛み殺した。

　夢と現の狭間で、ぐんと足が突っ張った。その中心で欲熱が膨らむ。

「あ……っんぅ」

　隼知は、慌ててそれを懐紙で包み込んだ。幸い事なきを得たが、吐き出した欲の量の多さに茫然としてしまった。

　――これも、恋心ゆえ、か。

　天啓のごとく思い浮かんだ言葉に、隼知は思わず、懐紙を握り潰していた。

「は、はは……。そうか、そういうことだったのか」

　この感情は、「恋」だ。

　以前、道介に問われた時に腑に落ちなかったのは、知識うんぬんの問題ではなかったのだ。

「おれは常嗣に、愛されたいのだ」

　領主の養嗣子として常嗣を愛めでるのではなく、隼知として常嗣に愛でられたい。

　隼知はようやく行き当たった真実に、胸にかかっていた霧がさああと晴れるのを感じた。勢いのまま、置きっぱなしになっていた白湯を一息に呷あおると、その手で乱れた衣を整える。そして常嗣がいるかのように、正面を睨みつけた。

　どんなに険しい道でも、行き先が分かれば進めるものだ。なにより鷙鳥に狙われて逃げられた敵はいない――と思いかけて、隼知は苦笑した。

「常嗣は、敵ではなかったな。顔を見せてくれぬ今でも」

　祭囃子が、隼知の耳に戻ってきた。ついでに廊下から足音も聞こえてくる。

　人払いをしているからだろう。いつもよりも離れたところから、遠慮がちな声がかけられた。

「若様。架元様より、お届け物です」

「道介か。山波にも声をかけて、中に入れ」

　主の機嫌がよかろうが悪かろうが、平気でそばに行ける道介は、こういう時に重宝されているらしい。

　ついでに山波も呼んだのは、護衛という意味以上に、いい加減痺れが切れる頃だろうと思ったからだった。祭りは人の心を浮かせてくれるがその分、よくないものも紛れ込みやすい。

　隼知は障子を開けて、部屋の中に清い風を取り込んだ。と、そう待たずして、道介と山波が揃ってやってきた。

「主の機嫌伺いに使われるとは、道介、おまえも面倒を押しつけられているな」

「そんなこと。こちらの方々はとても優しくて、居心地がいいです。できることなら、ずっとここにいたいくらいです」

「いたらいいだろう」

　隼知の言葉に道介の顔が一瞬曇ったのは、夕闇のせいだったのだろうか。隼知は微かに眉を寄せたが道介に気がつく様子はなく、持っていた包みを山波へと見せた。

　先日の薬湯のように、山波が中をあらためるのだろうと、隼知も思っていた。だが意外なことに山波は一つ頷いただけで、道介を上座へと促した。

　隼知は差し出された包みを見て、ああ、とすぐに納得した。

「なるほど。飾り結びか」

　飾り結びは、物を飾るだけではなく、手順の難しさにも意味があるのだ。たとえばこの包みに施されたものは、架元家特有の結び方に更に常嗣が工夫を加えたものであり、増常であっても結べるものではなかった。すなわち飾り結びがあることで、この包みは間違いなく常嗣が封をして、また途中、ほかの者の手によって開けられることはなかったという証にもなっていた。

　隼知は明かりを強くしてくれるようにと、道介に頼んだ。

　心地よい風のおかげか。隼知の悪戯のあとに二人が気づく様子はなかった。ほっと胸を撫でおろす隼知の横で、部屋の明かりが足されていく。

　人とは不思議なもので、柔らかな光を見ると心が和らぐようだった。隼知は包みを二度ほど胸の高さまで持ちあげて、中身がずいぶんと重たいことを確かめた。

「はてさて。ここまで丁寧に届けてきたものとは、なんだろうな」

　そんな軽口を言いながら飾り結びをほどいて――隼知は声をたてて笑ってしまった。それに山波が腰を浮かせる。

「若様。なにか面妖なものでも」

「いいや。だがこうも丁寧に、これを贈られたのは初めてでな」

　隼知は道介と山波にも中身が見えるように、包みを傾けてやった。と、二人も不思議そうな顔になる。

「これ、餅、ですよね」

「ああ、餅だ。餅の下になにか入っている様子もないな」

　一つ口に含んだあと、隼知はまだ温かく柔らかなそれを、二人にも渡してやった。

「大祭りの日にはいつも、常嗣と二人で祭囃子を聞きに出かけていてな。その時には必ず常嗣が、おれの好物でもある餅を持ってきてくれた」

「こんなにたくさん、ですか。三十はありそうですよ」

「まさか。二つか三つかずつだ。しかし常嗣のやつ。おれが楽しみにしていると知っていたのだな」

　しかしこの数の多さだ。もしかすると、遊君のいる宿ではやり過ぎた、という詫びも、含まれているのかもしれない。不器用なところがある常嗣だから、その可能性もあると隼知は思った。

　翼の下からは追い出されたものの、どうやら、まだ心はつながっているらしい。

　隼知はふと、増常が言っていた「絆」の話を思い出した。

（おれと常嗣の間にも、おれと常嗣だけの絆があるのだろうか）

　ある。と、隼知は頷いた。背を向けてもなお、常嗣が届けてくれたこの餅が証だと思った。

　ならばこの恋は捨てぬ、と胸の中で続けた。常嗣が受けいれてくれるかどうかは、また別の話だ。

　思いが定まったからか。噛みしめた餅はいつも以上に甘くて、隼知は頬を和らげた。










三











　祭りには酒が付き物だ。だがこたびは領主が床に就いている中ゆえ、将たちも民たちも過ごさぬようにと隼知は広く伝えておいたのだが、それが思わぬところで功を奏することとなった。

　次の日の朝。まだ祭囃子の余韻が残る志堂の地へと、庵原が攻めてきたのだ。しかもあらかじめ子細を知っていたかのように、先の大雨で崩れた川岸をのぼってきていた。

　急ぎ館に向かった隼知を、屋敷に残る道介が不安そうな顔で見送った。山波の方は、戦場でも隼知から離れるなと命じられているらしく、背を追ってきた。

　隼知はつい先ほどまで、いち早く駆けつけた将たちと膝を突き合わせていたところだった。

『若様にはわずかな兵しかつけられず、ほとんどをご家老様の――架元様の弟御につけるとは、いくらなんでも大胆過ぎます』

『おれが大軍を率いたとて、本陣からはそうそう出られんだろう。対して常嗣ならば、自由に動ける。おれの補佐役として共に指揮を執ってきたゆえ、おれの配下たちのこともよく分かっておるし、武勇も智略もある』

『ですが』

『あくまで、養父上のご出陣が叶わなかった時の話だ。……なにせ敵の数は、今こちらが集められる数の倍以上。砦からの援軍もすぐには期待できぬのだ。余裕はない』

　最後まで難色を示したのは、養嗣子だからといまだに隼知を虚仮にしている者たちだった。

　ここは一喝してでも押し通さねばならぬと、隼知は腹を括っていた。だが結果から言えば、その必要はなかった。

　収穫の目付役とした者たちや、民たちとの関係を重視している者たちが、助け船を出してくれたのだ。

『鷙鳥様には、戦局を読む目がございます』

『人を率いることにも、大変優れておられる。なにより今は火急の事態。若様のもとで力を合わせることこそ肝要かと』

　共に収穫という大仕事を乗り越え、また日頃から隼知と言葉を交わしている者たちの声は、闇雲に言いがかりをつける者たちの声よりもずっと説得力があった。その功によって、隼知の考えが通るかたちとなったのだ。

　隼知は加勢してくれた者たちに感謝しつつも険しい顔は崩さぬまま、養父の寝所の近くにある控えの間へと向かった。

　部屋の中には、先駆けを送り出したばかりの増常の姿があった。隼知は障子をさっと閉めると、できるだけ低めた声で問うた。

「事ここに至るまで、庵原の動きを読めなかったのか」

「申し訳ございません。祭りの喧騒に紛れてきたようです」

「はっ。あちらはなにもかもお見通しということか」

　鎧兜こそ外しているものの、隼知も増常もすでに、籠手や臑当といった戦支度をしていた。また外も、館に集まってきた者たちの槍声や物々しい音で溢れていた。

　その中には常嗣のものもあるのだろうが、確かめる術すべも時間も今の隼知にはなかった。

「養父上が倒れられたこと、あるいは森での急襲も、庵原がこの日のために打った布石だったのかもしれんな」

　なんにせよ、全権を預かっている者としては、領内に踏み込まれただけでも大失態だ。だがそれも承知の上で隼知は、あえて目の前に迫る庵原の軍だけに集中していた。

　ただでさえ急襲、更には祭りで騒ぎ疲れていることもあって、こちらの士気は高いとは言えなかった。ここは領主である養父に総大将を頼みたいところ、領主の顔を見れば皆の士気も上がるだろうし、隼知自身も常嗣と共に戦場を駆けることができる。

　だが養父のもとから戻ってきた二人の家老たちの暗い顔に、それは難しいと隼知は教えられた。

「養父上は、なんとおおせであったか」

「御家の一切は、すでに隼知様に一任している、とのことでした」

「起きあがることも、お苦しそうなご様子で」

「……そうか。ならば、我らだけでやるしかないな」

　隼知の双肩に志堂の民たち、兵たち、将たちの命が、ずしりとのしかかる。だが隼知は以前とは違い、常嗣の姿を求めなかった。

　次の手を打つべく立ちあがろうとした矢先、家老の一人が隼知を引きとめてきた。

「御養父上様が、お顔を見せて欲しいとおっしゃっておられました」

「では暫し行ってまいる。おまえたちは、いつでも軍を出せるように将たちをまとめておいてくれ。増常、先駆けとした者たちから戦況を」

　隼知はそう言い置くと、足早に養父の寝所へと向かった。

　話は通っているのだろう。隼知の顔を見ると、廊下に控えていた養父の近侍が、すっと頭を下げてきた。それから寝所の中へと声をかけて、襖を開けてくれる。

「養父上。隼知です」

「入れ」

「は」

　どうやら寝所の中には人を置いていないらしい。いや、こたびは将という将が戦に出るのだ。思い返せば廊下を守っていた近侍の顔も、戦場に立つにはまだ早い、幼さが残るものだった。

　呼ばれたらすぐに立てるようにと襖の近くに腰をおろした隼知を、養父が「そばへ」と促してきた。

「常嗣も増常も連れてこなかったのか」

「はい。戦のさなかですので」

「うむ。腹は括ったようだな」

　隼知は、括るしかないだけだと苦笑した。すると、几帳越しにもそれが見えていたように、養父の声が一段低くなった。

「前にも言うたが。これは試練だぞ、隼知」

「――は。こたび庵原に入り込まれました失態、全て隼知の責でございます。戦が終わりましたら、相応の処分を賜りたく存じます」

「まだ失態と決まったわけではないだろう」

「養父上」

「大丈夫だ。おまえにはすでに、一人でやっていける力がある。今までは大鳥の翼の下に潜り込んでおったゆえ、発揮する機会がなかっただけだ」

　養父の力強い言葉に隼知は大きく頷いて、それからこたびの陣容を説明した。

　急襲であるがゆえに、実父、あるいはほかの将たちが守る砦からの援軍は、すぐには得られそうにないこと、館を守るために残す以外は、養父の兵たちも使わせてもらうことを伝えた。常嗣には隼知の軍のほとんどと増常の軍の一部を預けて、隼知が身を置く本陣とは別の、具体的には戦場の東を守らせること、場合によっては本陣を守る増常の軍も押し出させることなども付け加えた。

　隼知自身の軍には将も兵も最低限しか残さないのだ。本陣が手薄になることも重々承知した上での策だった。

　隼知は全てを告げたのち、養父へと向けて深く頭を下げた。

「鷙鳥様とおれを呼び、おれの力を信じてくれる者たちに、おれもこたえたいのです」

「ならば迷うな。俺の自慢の息子、志堂の鷙鳥は、必ずや大空へと羽ばたく」

「養父上のお耳に、勝鬨かちどきを届けてみせます」

「おう。宴の支度をして待っておるぞ。酒が苦手なおまえには、美味い餅をたらふく食わせてやる」

　几帳からのぞいた養父の手が、隼知に向けて微かに振られた。その肌は毒にあてられたにしては血色がよく、隼知は少しだけほっとした。







　隼知が養父の寝所へと向かった時にはそこかしこから聞こえていた将たちの怒声だったが、再び廊下へと出た時にはだいぶ静かになっていた。

　先駆けとして向かわせた者たち以外は全て、館に集まったということだろう。

　あとは、と考える隼知の耳に不意に話し声が飛び込んできた。どうやら庭木の方から聞こえてくるらしい。

「こたびの戦は複雑です。くれぐれもお気をつけて」

「ああ。俺はまだ、死ねんからな」

「ふふ。お優しいこと」

（常嗣と……美蔭殿？）

　隼知はとっさに、柱の陰に隠れようとした。だが間に合わず、美蔭にみつかってしまう。

　これ以上逃げ隠れするのもおかしいだろうと、隼知は美蔭たちに向けて会釈した。

「美蔭殿も館に駆けつけてくれたのですね」

「ええ。ですがもう、わたくしの用は済みました。さ、どうぞ」

「おい」

　常嗣が引きとめるような仕草をしたが、美蔭が足を止めることはなく、隼知に一礼すると去っていってしまった。

　常嗣の舌打ちが、庭に響いた。

　その身はすでに鎧を纏まとっていて、残すは兜のみという姿だった。見目の雄々しさと苛立ちがあいまって、近寄り難い雰囲気となる。

　それでも隼知は庭におりて、常嗣の方へと踏み出した。対して常嗣はというと、あやかしの術にでもかかったように、隼知の顔をじっとみつめるばかりだった。それをいいことに、隼知は常嗣の、額から左頬にかけて残る戦傷に手を伸ばした。

　常嗣が身を強張らせるのが分かったが、隼知の手が振り払われることはなかった。

「軍は整ったようだな」

「はい、今しがた」

「そうか。……生きるか死ぬか分からぬのが戦。ここでおまえに会えたのも、神仏のお導きだろう」

　隼知は手を、常嗣の戦傷から自分の胸もとへと戻した。そして常嗣の瞳をみつめたまま、ゆっくりとその言葉を紡いだ。

「おれは、おまえのことを好いている。それも主従のならいを逆しまにして、おまえに愛でられたいと思っている」

「っ。それはきっと、兄に対するような思いを、勘違いなさっておられるのです」

「おれには実兄がいるから分かる。兄には、こんな風に触れたいとは思わない。口づけたいとは思わない。心を占めたいとは思わない」

　ふと隼知は、砦の守将の次男のままであったなら一度くらい、常嗣から情けをもらえたのだろうか、と思った。

　だがすぐに、その考えを捨てた。

　志堂の領主の養嗣子となったことは、隼知の生まれ持った定めなのだ。なにより、この地に暮らす者たちを見捨てることなどできない。

　紡いでも紡いでも足らない想いが、隼知の胸の中にはあった。だがこれ以上は心残りになると、隼知は口の端を微かに持ちあげるだけにとどめた。

「領主の養嗣子を、いや、この地の次期領主をそのような目で見られぬというのは、致し方がないことだ」

「……」

「ふ。流石の常嗣も言葉が出ぬか。戦の邪魔になるならば、今聞いたことは全て、ここに捨てていってくれ」

　今一度常嗣の戦傷に触れたいと願う心を、隼知は堪えた。かわりに手をひらりと振って、その場をあとにする。

（神仏も、想う心までは取りあげぬだろう。今は、それだけでいい）

　そう胸の中で呟くとともに、隼知は自分でも驚くほど自然に笑っていた。







　いざ戦がはじまれば、あとは水が流れ落ちるがごとく、駆け出すだけだ。

　隼知を総大将として、館の前に陣を布しいた志堂の軍に対して、庵原の軍は西の崩れた川岸から這いあがったところ、すなわち沼の前に広がる森の横に陣を布いていた。

　隼知は最も館に近い場所、陣幕に囲まれた本陣の中にいた。

　使い番たちが、将からの言伝とともに戦塵をも連れてきた。あまりに次々と駆け込んでくるから、隼知は顔を拭う暇すらなかった。

　戦況は一進一退、今はやや志堂が押しているといったところか。その中で隼知は、庵原の陣の横にある森が気になっていた。

（……すでにあの中に入られていたら、厄介だな）

　いやだが、こちらは狩りなどでしょっちゅう足を踏み入れているのだ。地の利がある。逆にこちらが森を使って、庵原の軍勢を分断するという方法もありそうだった。

　そんなことを考えながらつい横を見てしまったのは、戦場ではいつもそこに常嗣がいたからだった。今はかわりに立つ増常が、隼知へと声をかけてきた。

「弟を伴われぬご出陣は、これが初めてでしたね。落ち着きませんか」

「いや。常嗣の言葉はここにある。それで充分だ」

　隼知は浅緑の陣羽織の下、常盤を萌黄色の縅おどしで彩った甲冑の、胸の辺りを叩いてみせた。それに増常が満足げな顔になる。

「図体の大きな温め鳥の、重たい翼の下からようやく出てこられたようですね。今の若は、精悍な若鳥のお顔をなさっておられます」

「は。言い得て妙だな」

　養父が倒れて、常嗣に背を向けられて初めて、隼知は独り立ちできたのだろう。

　思えば、ずいぶんと手痛い巣立ちだった。だが鳥の中には、雛鳥にして崖から飛びおりるしかないものもあるというのだ。それと比べればましな方だった。

　そして飛び立ってしまった以上は、鳥も将も自分の力を信じるしかない。

　隼知は初めて、鷙鳥という二つ名を心強く思った。

「しかしこたびは、庵原も思い切ったな。慎重なことで知られた領主が、みずから出てきよった」

「出てきたのではありません。引っ張り出したのです」

　床几しょうぎに座る隼知に合わせて、増常が腰をかがめて囁く。

　やはり、隼知の知らない「なにか」があるらしい。

　隼知は山波を陣幕の外へと出した。そして二人きりとなったことを確かめてから、改めて増常に続きを促した。

「大したことではございませんよ。ただ、『志堂の領主は床とこの中、今はその養嗣子が一切を取り仕切っている』『今、庵原の領主が出てきたら志堂は危ない』と、聞かせるべき者に聞かせただけのことです」

「もしや、川岸のこともか」

　思い返せば、不自然なほど自然に館の中で噂となっていた。そう気づいた隼知へと、増常が微かに頷く。

　この戦。やはり領主である養父が、一枚噛んでいるらしい。

　養父の足もとにも及ばない自分が、隼知は悔しかった。だが握りしめたてのひらとは裏腹に、顔には笑みを浮かべてみせた。

「つまりこの戦では、おれも踊り手の一人ということだな」

「ええ。愚弟とは違い、上手に踊ってくださっています」

「ならば最後まで、踊らねばな」

　わざわざ弱みを教えて、庵原の領主を引っ張り出したのだ。養父が望む戦果はただ一つ――。

（庵原の領主の首か）

　隼知は無意識のうちに居住まいを正していた。と、それを待っていたように、陣幕の外が騒がしくなる。増常が動くよりも早く、一人の若将が転がり込んできた。

「申しあげます！　森の中に敵兵多数！」

「庵原め、やはり兵を隠していたな。増常」

「――は」

「味方勢が挟み撃ちを食らわんように、森を押さえよ。そののち敵の伏兵を庵原の本陣へと押し込み、攪乱かくらんするのだ。その間に、常嗣を向かわせる」

「承知いたしました。ですが若。重々お気をつけくださいませ。ほかにもまだ、敵が潜んでいるかもしれません」

「分かった」

　増常の軍を出せばあとは、辛うじて隼知を守るだけの者たちしか本陣には残らない。

　隼知はそれも分かっていたが、口にしなかった。そんな隼知へと不意に増常が、「あの小者は」と尋ねてきた。

「道介のことか？　あれは屋敷に置いてきた」

「そうでしたか。まあこの戦世、憐れでない者などいないのかもしれませんね」

　後半は小声になっていたから、聞かせるための言葉ではなかったのかもしれない。増常は一礼するとすぐに、本陣から出て行った。

　陣幕が揺れるたびに、敵味方の喚声が隼知の耳へと届いた。その中、増常の軍が森へと押し出していく。

　入れかわるようにして、山波が陣幕の中へと戻ってきた。視界の端でその姿を捉えながら、隼知は戦況を頭に描えがき直した。

　庵原は当初、急襲の勢いに乗って志堂の館を囲むつもりだったに違いない。だがそれは隼知の采配――いや、養父たちのぬかりのない備えによって、阻まれた。現状志堂の軍は、西に配した二人の家老たちを中心に庵原を川岸へと押し戻しているところ、皆の背を支えているのは、東に配した常嗣だった。全軍を指揮している隼知は館の前に布いた本陣の中だが、ここまで辿り着く敵はほとんどいなくなっていた。

　そろそろ本陣を、西に移動させる頃合いかもしれない。

（養父上ならば）

　そう考えかけて、隼知は短く息を吐き出した。

　この戦が養父の策の上にあるのだとしても、今、志堂の軍の指揮を執っているのは隼知なのだ。全ての責を負うかわりに、全権も隼知にある。

　初陣での苦い経験もあって、隼知はこれまで、自分の考えだけで動くことに躊躇ためらいがあった。

　だが、今は違った。養父が倒れて志堂の家を任されて、更には常嗣に距離を置かれてもなお、立ち続けた自信がある。

　加えて隼知の胸中には、養父がその背で見せ続けてくれた領主としての生き様と、常嗣への恋心があった。この二つを思えば、初陣の時のような無茶などできない。

　隼知は、自分を支えてくれている人たちの顔を次々に思い浮かべた。そして静かに瞼を閉じる。

　その一瞬、隼知の脳裏に庵原の領主を討ち取る常嗣――いや、自分の姿が映った。

「はは。これは流石にないな」

　度が過ぎた憧れや恋心は、鷙鳥の勘にも影響を及ぼすのかもしれない。

　ともあれ、と、隼知は一つ、頷いた。

「多少強引にでも敵を包み込み、押しやる」

　戦場を狭めれば、庵原の兵たちは逃げ場を失い、進軍してきた道、つまりは崩れている川岸へと向かうしかなくなる。

　整然と進軍してきた時とは違って、恐慌に陥った兵たちだ。隘路あいろに殺到すれば、庵原の軍は身動きがとれなくなる。ひいては総大将である領主も自領に退ひけなくなる。

「領主の首だけを狙えと、常嗣に伝えるか」

　敵の中を突っ切った、あの初陣の時の隼知についてこられたのは、常嗣だけだった。こたびも難しい役目だが、常嗣の豪胆さがあれば必ずや成功させるに違いない。

　そう思うかたわら、隼知はなんとなく刀に触れた。その直後、手がびくりとはねる。

　今までとは比べものにならないほどのざわめきが、陣幕の外で起こったのだ。続いて押し寄せてくる蹄の音、そこに紛れて「敵襲だっ！」という叫びがあがった。

　ばっと立ちあがった山波の、その背に人影が飛び込んできた。隼知も床几を蹴飛ばし刀を抜いて、その目を見開いた。

「道介、どうしてここに」

「若様、お逃げくださいませっ。庵原の軍がなぜかこちらに」

　訴える道介の胸もとから、首にかけた守り袋が零れ落ちた。隼知はそれに使われている布を見て、ああそうか、と今更ながらに思い出す。

　庵原が、都に献上したという布に似ていたのだ。

　五年ほど前だっただろうか。蔭知の配下の忍びが、庵原から試し織の切れ端を手に入れてきたことがあった。隼知も養父からそれを見せられてはいたが、たった一度だけ、それもちらりとだったから、すぐには思い出せなかったのだ。

　だが隼知は、それについて深く考えていられなかった。

　ざんと音をたてて、陣幕が引き裂かれた。目の前に倒れ込んできた味方兵からも道介からも遠ざけるように、山波が隼知を背に隠す。

　しかし隼知は守られることをよしとしなかった。山波の背から乗り出すようにして、声を張りあげた。

「道介、斃たおれた者の刀を拾え！」

「あ、あ……」

「志堂隼知、覚悟っ」

　振り下ろされた太刀を、隼知は振り向きざまにどうにか刀で受けとめた。

　陣幕の内になだれ込んできただけでも、敵は二十近くいるだろうか。陣幕の外も味方の混乱する声で溢れていた。

　どうやら敵は、増常の軍が本陣から離れるのを待っていたようだ。あるいは森の伏兵も、この奇襲のための囮だったのかもしれない。

　罠に嵌められたと覚さとりながらもなお、隼知は敵から目を逸らさなかった。

「山波、いけるな」

「は」

　隼知は常嗣にも負けぬ大音声をあげて、自分自身に活を入れた。そして勢いのまま刀を振るう。合間に、動こうとしない道介を叱咤したが、その声は敵将の怒声によって打ち消された。

「志堂隼知を討て！　さもなくば、母親の命はないぞ」

「母親？」

「は、母が、領主様――庵原の領主様に囚われていて。ですが、狙いは架元常嗣だと」

　常嗣の名に、一瞬隼知に戸惑いが生まれた。そこを突いて、敵将の太刀が兜を掠める。幸い山波が刀で防いでくれたが多勢に無勢、長くはもちそうになかった。

　敵が更に二人、三人と斬りかかってきた。隼知は、ふっと短く息を吐いて、気合を入れ直した。

「おれは志堂隼知。総大将にして、鷙鳥と呼ばれる男だ。なめるなよ」

　ついでに敵将たちに向けて、にぃと口の端を持ちあげてみせる。

　事ここに至っては、隼知も覚悟を決めざるを得なかった。一人でも多く道連れにして……あとの始末は、館にいる養父に任せるしかない。

　隼知は二撃目まではどうにか退しりぞけた。だが三撃目に甲冑の袖をぐしゃりと崩されてしまう。同時に横から突き出された槍に臑を打たれた。

　身が揺らいだ隼知の前に、更なる刀が迫っていた。

　だが隼知は諦めなかった。刀を受けるべく、崩されたのとは逆の袖を顔の前で構えて、敵を睨みつけた。と、気概にこたえるように大音声が降ってくる。

「隼知様っ！」

「おまえは架元常嗣っ。なぜ、ここに」

「無二の絆ゆえよっ」

　雄叫びとともに常嗣が敵の刀を弾き返す。

　初陣の時と同じだと、隼知は目を見開いた。だが常嗣に背を向けられた今、いや、それ以前に東で一軍を率いている常嗣が、ここに現れるはずがなかった。

　戸惑う隼知に構わず、常嗣が道介を怒鳴りつける。

「おい、道介！　おまえの母親はすでに、美蔭殿の配下が助け出した。少しでも恩を感じているのなら、隼知様に加勢せよっ」

　常嗣の声に、ようやく道介が立ちあがるのが見えた。山波も隼知たちの方へと身を寄せてくる。

「山波。隼知様の護衛、ご苦労だった」

「申し訳ございません。最後の最後で若様を危うい目に遭わせてしまいました」

「なあに、立っておられる。俺を見ておられる。充分だ」

　なぜ常嗣がここにいるのか。どうして美蔭の名が出てくるのか。

　疑問はいくらでもあった。だが今隼知に問う余裕はなかった。

　隼知は、常嗣の助力を得られただけでも僥倖ぎょうこうだと思い直して、頬を持ちあげた。その背で常嗣が太刀を構え直す。

「なにを笑っておられるのです。総大将、次期領主様でもあらせられる隼知様に、ここで倒れられては困るのですよ」

「ああ、分かっている」

　目顔を一つ。隼知と常嗣は同時に飛び出して、それぞれに敵を斬り伏せた。

　常嗣に道介も加わったのだ。あと二人ずつ倒せば、陣幕の向こうにいる味方たちと合流できる。

　隼知は息があがりながらもそう算段して、手の甲で額の汗を拭った。その背を道介の悲鳴が打つ。

「若様、後ろですっ」

「っ」

　どこに潜んでいたのか。屈強な男が飛び出してくるのが見えた。隼知は慌てて身構えたものの、先ほど蹴飛ばした床几に足をとられて地に手を突いてしまう。

　――命運とは、こうもあっけなく尽きるものか。

　戦場で何度も聞いてきた言葉が、隼知の脳裏をよぎった。

　隼知は、死を覚悟した。だが痛みも衝撃も、一向にこなかった。かわりに手に生温いものがまとわりつく。

　そろりと目を開けた隼知の頬を、なにかが撫でた。

「隼知様、ご無事ですか」

「常嗣。おまえ、その腕……」

　生温いものの正体が血、それも常嗣の血だと知った瞬間。隼知は声にならない声をあげていた。

　隼知が受けるはずだった敵の槍が、常嗣の腕を貫いていたのだ。

　どうして、と見開いた隼知の目の中で、常嗣が穏やかな笑みを浮かべた。その向こうで、敵の手が小刀にかかる。

「山波、斬り捨てよっ」

「はっ」

　隼知の叫びに、山波が飛び出した。だが隼知は、山波へと目をやることができなかった。

　常嗣の体がゆっくりと崩れ落ちたのだ。

「常嗣！」

「総大将が、騒がれますな。皆が不安になります」

「おまえ、腕だけではないではないか。肩も、腹も」

　常嗣の、薄闇を流し込んだような銀の甲冑はそこもここも崩れていて、血に染まっていた。

　ここに来るのに、どれほどの無茶をしたのだろう。だが手負いとなりながらも常嗣は、今の今まで周りに覚らせなかったのだ。

　将の鑑かがみ――そんな短い言葉で表すにはあまりに痛々しい姿だった。それでもなお太刀を握ろうとする常嗣の手を、隼知は押しとどめた。

「ここまでして……。なにゆえ、我がもとに」

「兄の軍が、本陣を離れるのが見えましたので。命めいに背いてこちらに駆けましたこと、お詫び申しあげます」

「戦は生き物、臨機応変に動けてこそ優秀な将。詫びるな」

　ほっとしたのか、常嗣が大きく息を吐き出した。その中でも視線だけは隼知へと向けてくる。

　こんな時なのに、いや、こんな時だからこそ、なのか。常嗣は大きな翼で隼知を守ってくれていた時と同じ、優しい目をしていた。

　隼知は常嗣の手をぐっと握りしめた。それを力としたように、常嗣が再び口を開く。

「……そろそろ、俺が預かった者たちもこちらに着く頃。隼知様の御身を守るように言ってあります」

「ああ、敵を蹴散らしているのが見えるぞ」

「ならば、一安心ですな」

　唇まで真っ青になった常嗣を抱き寄せながら隼知は、少し離れたところで項垂うなだれている道介へと声をかけた。

「――の寺へ行け」

「若様、俺は」

「早く行け！　でなければおれは、おまえを斬らなければならなくなる。母御は必ず送り届けるゆえ、この場はおれを信じよ」

「っ。申し訳ございません」

　一礼のあと、道介が走り出した。それにほっとした隼知とは逆しまに、腕の中の常嗣が苦笑するのが聞こえた。

「甘いですなあ。ですが、鷙鳥様らしい」

「おまえに、その二つ名で呼ばれたくない」

「庵原の狙いはこの俺と聞いておったのですがね。どうやら俺は、兄たちに嵌められたようです」

　常嗣の頬がひきつる。

　隼知はそれ以上問えず、ただ常嗣の体を強く抱きしめた。堪えようと思うのに、目頭が熱くなるのを止められなかった。

　山波が、切り裂かれた陣幕の外へと駆け出していくのが見えた。

　今ここに残っているのは、隼知と常嗣の二人だけだった。そのせいで心が緩んだのだろう。隼知の双眸から涙がぽたぽたと零れ、常嗣の頬を濡らした。

「ああ……涙は勘弁してください。心残りになる」

「不吉な言い方をするな」

　常嗣が唇を蠢かせたが、まともな音にならなかった。だが隼知の胸には、常嗣の言葉が届いていた。

『隼知様は必ず、よい領主様になられますよ。俺はそう、信じています』

　養嗣子となった時からずっと、隼知を支えてきてくれた言葉だった。隼知はそれに今一度、力をもらう。

「おれは、この地の領主となる男だ。ここで立ち止まるわけにはいかぬ」

　常嗣の顔の戦傷にそっと触れたあと、隼知は視線を無理矢理持ちあげた。とその背に、山波が控えめな声をかけてくる。振り向けば、ほかにも将などが数人、集まっていた。

　どうやらこの場は片づいたらしい。隼知は自分でも驚くくらいに冷静な声で問うた。

「傷の手当てができる者はいるか。常嗣が、おれを庇って負傷した。ほかにも……」

「俺にお任せください」

　言葉とともに、一人の若将がすっと前に出てきた。隼知は彼に向かって頷くと、浅緑の陣羽織を脱いで、横たわらせた常嗣の上にそっとかけた。

「皆を助けよ」

「尽力いたします。して、若様は」

「庵原を斃たおす」

　隼知の目には、庵原の領主までの道のりが、先よりもはっきりと見えていた。

　戦場では何度も経験している感覚だった。だが隼知は以前とは違い、一人で突っ込もうとはしなかった。皆の顔を見まわしたあと、「軍を返してもらうぞ」と常嗣に囁く。

「足が速い者を選び、おれが出ることを家老たちに伝えさせよ。残りの動ける者は、おれに続け。庵原の首級をあげるぞ」

「本陣は」

「おれがいるところが本陣だ。……なに。いざとなれば養父上が、毒を吐き出してでも出てこられる。背を振り返るな」

「はっ」

　本陣を守っていた者たちも常嗣に預けられていた者たちも、いや、引かれてきた小夜嵐でさえも、いつになく顔が引き締まっていた。

　隼知は常嗣の手に、自分の小刀を握らせた。かわりに、常嗣の小刀を自分の腰に差す。

「行ってくる、常嗣」

　睨みつける先は、庵原の陣だった。隼知は自分の言葉通り、以降一切振り返らなかった。







　敵もさるもの、庵原はやすやすとは領主まで届かせてくれなかった。だがそれでも隼知は諦めずに、緩急をつけた攻めで庵原を川岸まで追い込み、とうとう領主の首級をあげた。

　養嗣子だからと虚仮にしてきた者たちも、宿敵である庵原から圧倒的な勝利をもぎとってみせた隼知を見て、頭こうべを垂れた。これによって隼知の、次期領主としての地位は確かなものとなった。

　――戦から、一月ひとつきが経った。

　先ほどまで開かれていた評定では、一年後の成立を目途に、隼知のための家臣団が築かれることが決定したばかりだった。

　隼知は朽葉色の髪を風にそよがせたあと、そっと養父の居所の障子を閉めた。それから上座に座る養父の前へと腰をおろす。

「……それにしても、だ。おまえがあの小者――庵原の間者さえ逃がさなければ、今すぐにでも家督を譲れたのだがな」

「それくらいは我慢してくださいませ。こたび養父上は寝所にて、楽をなされたのですから」

「策のためとはいえ、死なん程度には毒を口にしたのだ。ようやく調子を取り戻したばかりなのだぞ」

　苦笑しながら養父が隼知へと明かした「策」とは、次のようなものだった。

　ことのはじまりは三年前。まず養父がしたのは、信頼できる者を選ぶことだった。そしてその者を庵原家中に潜り込ませて、時間をかけて信を得させた。機を見て――こたびの場合、大雨で川岸が崩れたことだったという――志堂の領主、すなわち、養父自身を毒殺するようにと、庵原の重臣を唆させたのだ。

　これらは全て、「領主不在」という隙を、庵原に与えるために行われたことだった。結果、庵原はまんまと罠に嵌まって、志堂の地へと攻め込んできた。

「毒は盛られる寸前に、弱いものへとすりかえたがな。……おまえたちへの襲撃は予想していなかったが、きっとどうにかするだろうと、信じておった」

「策であったとはいえ、我らがどれだけ御身を心配したと」

　隼知は唇を尖らせた。その一方で、己の身を犠牲にして宿敵を倒した養父の豪胆さに、敬服していた。

（正直、領主の座を離れられるには、まだまだ惜しい）

　そんなことを考える隼知へと、数日前に床上げを済ませたばかりの養父が、白湯を片手に続けてきた。

「おまえも知っての通り、あの男は慎重でな。幾度も戦を仕掛けてきながら、領主本人がこちらに乗り込んでくることはなかった。とはいえ、儂らの方から庵原の首を取りに行くのは不利であるし、兵糧も多くいる」

「それはそうですが」

「今ならば儂とおまえ、全軍の指揮を執れる者が二人いるのだ。いざとなれば儂が押さえに出られるこの状況を、強みとしない手はないだろう？　常嗣の翼の下でぬくぬくとしているおまえを引っ張り出すのにも、よい機会だと思うたしな」

　かかかと養父は笑うが隼知は頷けず、「無茶をなさる」と己の額を押さえてみせた。もっともこれも養父なりの愛情の表し方だと分かっているから、軽口が口をつく。

「おかげで、盛大に踊るはめになりました」

「ああ、踊った踊った。儂が望んだ以上に立派にな。おまえ自身がとどめを刺したおかげで、口うるさかった者たちもようやく静かになった」

　障子の向こうの内庭は、南天の葉と赤い実だけを残して、すっかり寂しい景色となっていた。

　師走ももうすぐそこだ。

　どうにか年を越えられそうだとほっとしているのは、隼知だけではないのだろう。養父の目にも安堵の色が見えた。

「……おまえも常嗣も、こたびはよう乗り越えたな」

「もしや常嗣に、おれを遠ざけるようにとご命じになられましたか」

「いや。常嗣自身が庵原に狙われている可能性を、増常や美蔭を通して伝えただけだ」

「そう、でしたか」

「なんだ、不服か。だが、『庵原の狙いは、領主の養嗣子かも知れぬ』などと聞けば、常嗣は躍起になって、おまえを守ろうとするだろう？　それでは庵原が警戒するゆえな。おまえに教えなかったように、最後まで常嗣にも儂の策は教えなかった」

　どうやら森での急襲から祭りの前までは、養父たちも庵原の狙いが隼知にあるのか、常嗣にあるのか、掴めなかったらしい。狙いは隼知だとはっきりしたのは庵原が軍を動かしたあとだったそうだ。

「なにせ、おまえは儂の養嗣子であるし、戦場で数々の功をあげている常嗣は常嗣で、庵原にとっては邪魔な存在であるしな。まあ、あちらのやり口も巧妙であったということだ」

　隼知は養父の話に耳を傾けつつ、羽織の上からそっと、腰にある小刀を撫でた。

　あの日戦場で勝手に預かった、常嗣の小刀だった。戦が終わってずいぶんと経つのに、隼知は返すことができないでいた。

　ふと養父の口もとに、柔らかな笑みが浮かんだように見えた。だが隼知の目が追った時にはもう、いつもの掴みどころのない表情に戻っていた。

「戦場にも家中にも、様々な思惑がある。それらは複雑に絡み合った糸のようなもの。一つひとつ根気よくほぐして、自分に都合よく縒より直すのも、上に立つ者の務めだ。美蔭などは、それが巧い」

　思わず隼知は、「伯父上ではなく？」と聞き返していた。それに養父が面白そうに頷く。

「美蔭はな、本陣への急襲の可能性を掴みながらも、おまえにも常嗣にも知らせんでよいと言い張ったのよ。いわく、知らせずとも本陣――おまえが窮地に陥れば、常嗣は必ずおまえのもとに走る、とな。おまえたちが挙動不審になりでもして、庵原に警戒されては三年の努力が水の泡、それよりはおまえたちの絆にかけた方がよい、と」

「なんというか……美蔭殿らしい大胆さですね」

「ああ。これからはおまえももっと周りをよく見て、聞こえてくる声に耳を傾けよ」

「……は」

　内庭が一面の雪景色となるのも、もうすぐそこだ。それは春に花が咲くための試練、このまま恋の花の蕾は枯れるのだとしても、志堂の次期領主という花の蕾だけは枯らせるわけにはいかなかった。

　隼知は居住まいを正すと、養父に向かって深く頭を下げた。

「養父上。そろそろ隼知に、ご命じくださいませ」

「そうだな。それが、けじめだからな」

　隼知に合わせて、養父も居住まいを正した。そして、静かにその言葉を発する。

「こたびの戦にて敵の間者に逃げられた失態、見逃せぬもの。よって隼知。おまえに蟄居ちっきょを命じる」

「は」

　蟄居とは、屋敷から出ることを禁じられる罰だ。相当なことがない限り、館にも顔を出せなくなる。

　相当なことなどあって欲しくない――そう思うのは養父も同じようで、隼知へと案じる顔を向けてきた。

「……とにもかくにも、体を大切にしろよ。次に顔を見られるのは、早くて梅の花の頃になるだろうからな」

「養父上も、どうかご健勝で」

「なに。この冬くらいはまだ、乗り越えられる」

　春が来たらまた皆のために働くことを誓って、隼知は館をあとにした。それから少し考えて、常嗣の屋敷へと小者を走らせた。

　戦が終わって一月ひとつきが経つが、常嗣からも、その屋敷の者たちからも、なんの知らせもなかった。実兄である増常でさえ常嗣の顔を見られたのは一度だけ、しかも声もろくに聞けなかったのだという。

　常嗣が戦場で負った傷がどれだけひどかったか、隼知もよく分かっていた。だがそれ以上に隼知は、避けられている、と感じていた。

　もしかすると出陣寸前にした隼知の告白も、常嗣から音沙汰がないことの一因になっているのかもしれない。

　鷙鳥の勘――いや、長年そばにいたがゆえの勘だった。今はきっとそっとしておいて欲しいのだろうと察して、隼知は今日まで常嗣の屋敷を訪ねず、じっと我慢してきた。だが蟄居の身となれば、二月ふたつきは外に出られなくなる。

　隼知はせめて、戦場での助太刀を労いたかった。

　やがて見えた常嗣の屋敷の門から、知らせを受けたのだろう家人が出てきた。隼知は身振りで、大きな声をたてるな、と伝えた。

「急にすまんな。常嗣がどうしているか、気になったゆえ」

「今日も寝所にて休んでおります」

「そうか。話はできそうにないか」

「今一度、見てまいります」

　隼知に蟄居の命めいがくだったことがすでに、こちらにも聞こえてきているのだろう。気をつかう男を引きとめて、隼知は一人、常嗣の寝所へと向かった。

　数えきれないほど足を運んできた常嗣の屋敷だ。花や木の位置も、壁の傷も、隼知は全て覚えていた。だがこうして一人で歩くのは、今日が最後になるかもしれない。

　早ければ来年、遅くても再来年の内には、隼知はこの地の領主となるのだ。そうなれば常嗣も、補佐役の任を解かれる。その上でなお常嗣に背を向けられ続ければ、この屋敷にあがるどころか、顔を合わせるのも難しくなる。

　それでも隼知は、この地の頂に立つ覚悟を決めたのだ。あとはこの、寒風に泣く心を飼いならしていくしかない。

　そんなことを考えながら着いた常嗣の寝所の前で、隼知は一度、硬く手を握りしめた。それからできるだけ静かに襖を開ける。

　先ほどの家人が言っていた通り、常嗣は寝ているようだった。

　隼知は足音を忍ばせて、寝所の中へと入った。その目に、すっかり頬が痩こけた常嗣の姿が映る。

　槍に貫かれた腕の傷が、まだ塞がりきっていないのだろう。それゆえに体が眠りを求めているに違いなかった。そうでなければこんなに近くに人がいるのに、常嗣が目を開けないなどありえなかった。

　隼知は常嗣の枕辺へと、そろりと膝を突いた。

「無理をさせたな」

　すまぬ、と謝りかけて、言葉を呑み込んだ。きっと常嗣が起きていたならば、謝罪など不用、と言うだろうと思ったのだ。

　だからかわりに、「ありがとう」と続けた。それから浅緑の羽織の袖で風を遮るようにして、隼知は常嗣の唇に自分の唇をそっと重ねた。

「……そういえば。以前倒れた時に、常嗣の気配を感じたな」

　額に柔らかなものが触れた気がした、と思い出したものの、隼知に確かめる術すべはなかった。
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　年末の気ぜわしさも正月の華やかさも、蟄居中の身の隼知には関係なく過ぎていった。時々、こっそり訪ねてくる者がいるからのんびりとはいかなかったが、それでもおおむね穏やかな日々だった。

　その中で届いた、道介が都に無事に着いたという知らせに、隼知は喜んだ。

　――これはあとから聞いた話だが。

　庵原の武将であったという道介の父親は、五年ほど前に、都に献上した布に不備があったとの咎で、庵原の領主から死を命じられていた。また母親も人質同然に、庵原領内の寺に幽閉されていた。

　母親の命を守るためには、道介は言われるまま、間者になるしかなかったのだろう。

　道介が寺社に通っていたのは庵原の者たちと文などのやり取りをするため、木に登っていたのは人の動きを見張るためだった。

　付け加えるならば、戦場で増常が言っていた「聞かせるべき者」というのも、道介のことだった。こちらが聞かせたい情報を流すために養父は、庵原の間者と知りながら、道介を隼知の小者としたらしかった。

　これらの事実を知った時、隼知の胸にまず浮かんだのは、切なさだった。

　今は戦世なのだ。どの地であっても間者が入り込むことはある。実際に志堂も蔭知の配下たちを、庵原領などに潜り込ませていた。だからこそ、道介の母親を救い出すこともできたのだ。

　だが一方で、道介と共に笑った日々も、隼知にとっては真実だった。

　そして道介も、隼知と同じ気持ちでいてくれたらしい。

　数日前。旅装も解かぬまま、山波一人を連れて隼知の屋敷を訪ねてきた美蔭が、『ここでの暮らしがよほど心地よかったのでしょうね。あの者は感謝とともに、最後まで若への謝罪と後悔の言葉をくり返していました』と教えてくれた。

　美蔭は、道介の母親を救い出す手配をしてくれただけではなく、道介たち母子を都まで送り届けてくれたのだ。旅装は、それゆえのものだった。

　隼知は美蔭に心の底からの感謝を伝えた。すると美蔭から、思わぬ言葉が返ってきた。

『常嗣殿に頼まれたのです』

『常嗣に？』

『ええ。あの小者のことは常嗣殿も自身で調べていて、ある程度事情を掴んでいたようなのです。その上で、若はきっとあの母子の死を望まれぬゆえ、手段があるならば助けてやって欲しいと、こちらに頼みに来ました』

『そうだったのですか』

　やはり二人は仲がいい。

　そう思うと隼知は胸がちくりと痛んだが、珍しく、美蔭に気づく様子はなかった。

『父は反対のようでしたので、わたくしが引き受けました。いざとなれば母親を使って、あの小者から庵原の内情を引き出せるとも思いましたしね。ですが戦のあと若から改めて、母子の都までの護衛を申しつけられるとは、流石に想像しておりませんでしたわ』

『姉と思っていいと言ってくれる美蔭殿ならば、どうにかしてくれると思ったのです』

『そう言われてしまうと、弱いのですけれど』

　美蔭が微笑んだのは、頼られるのが嫌いではない性分だからだったのだろう。美蔭の背に控える山波も、微かに口もとを綻ばせていた。

　どうやら山波は、美蔭と共にある時は顔に感情をのせるらしい。あるいは隼知のもとにいた時が、よほど緊張していたのかもしれなかった。

　あの戦の前、隼知の方にも幾度か曲者が送り込まれていたようだ。その中、隼知になに一つ害がなかったのは、この山波が秘密裏に始末していたからだった。

　戦のあと一度は蔭知のもとに戻った山波だったが、美蔭が都に行くとなるとすぐに自身も旅支度を調えて、共に道介の護衛についてくれた。

　隼知は山波のことも労ったあと、美蔭へと続けた。

『縁の寺にも頼んではいるのですが、都の動静がなかなか入ってこないのです。母親の縁者が都にいるのならば、そこに道介を潜り込ませて、今度は志堂の間者として働いてもらおうと』

『それは、建前でしょう？　若が母親という存在にお弱いこと、存じておりますわよ』

『ああ本当に。美蔭殿には――姉上には勝てません』

『ふふ。鷙鳥様は身近な者たちを、もっとよくご覧になった方がいいと思いますわ』

　隼知の養父と同じことを言ったあと、美蔭が不意に、その表情を引き締めた。そして背に控えていた山波を自分の横に並ばせると、真っ直ぐに隼知をみつめてきた。

『若、いえ、次期ご領主様。つきましては一つ、お願いがあるのです』

『……聞きましょう』

　頷いた隼知の前で、美蔭と山波が二人揃って深く頭を下げる。

　一体何を切り出されるのやらと、隼知は微かに眉を寄せた。その中で美蔭だけが顔をあげると、緊張した声で続けてきた。

『この山波をわたくしの婿とするためのご助力を、賜りたいのです。願いが叶いました暁には志堂美蔭、山波と共に、生涯隼知様のために懸命に働くことをお約束いたします。必ずや父よりも、お役に立ってみせます』

『もしや、伯父上に反対されているのですか』

『父は頭が固くて、話にならないのです。わたくしの婿は志堂の縁者か、伯父上の重臣の息子か兄弟かでなければならない――とか、なんとか』

　美蔭は頭がいいだけではなく、口もたつ。心に決めた者がすでにいるとあっては、父親相手でも黙っていなかっただろう。打打発止ちょうちょうはっしの口論となったに違いない。

　その様子も知っているらしい山波が、頭を下げたままでも分かるほど、心苦しそうな顔になるのが見えた。

　山波は蔭知の子飼いの将、すなわち幼い頃に蔭知に拾われて、配下とするべく育てられた者だと、隼知は聞いたことがあった。確かに、蔭知が言う美蔭の婿の条件と照らし合わせると、厳しい。

　だが隼知は一方で、山波の真摯な働きぶりも知っていた。なにより、姉と呼ばせてくれる従姉の恋だ。相手が常嗣ではないのなら、精一杯応援したかった。

『これまでもわたくし、わたくしと山波の力を父や周りに示してまいりました』

　娘だからと虚仮にする父親の配下たちを黙らせるために、美蔭は努力を重ねて、蔭知の右腕として認められるまでになったのだという。またこたびは山波に、隼知を完璧に護衛せよ、と命じたのだそうだ。

　それでも頷かない父親に業を煮やして、旅装も解かぬまま隼知を訪ねてきた、とのことだった。

『わたくしにはもう、あとがないのです。父を説得できる立場にあって、わたくしの想いを分かってくださるのはきっと、若だけだと』

『美蔭殿は、やはり智者ですね。先の戦でもおれや常嗣を巧く操ってくれましたし』

『それは。お気に障ったのでしたら』

『いえ。志堂の地のため我が養父ちちのためならば、当然のこと。ですが、おれがこの地の領主となったその時は、鷙鳥の勘にも匹敵する美蔭殿の智慧、おれのために使っていただきたい』

　伯父である蔭知の意向は、確かに大事だ。だが同時に隼知は、隼知の家臣団をつくりあげていかなければならなかった。多くは養父の配下たちを引き継ぐとはいえ、隼知と心を同じくする者たちも必要だ。この二人ならばきっと、隼知の腹心となってくれるだろう。

　隼知は一つ頷いたあと、少しばかり肩を持ちあげてみせた。

『しかし。おれはてっきり、美蔭殿は常嗣と心を通わせているのだと』

『まさか。常嗣殿は確かに武勇に優れておられますが、わたくしの好みではありません』

　以前二人の間に結婚話が持ちあがった時も、美蔭は全く同じことを言っていた。隼知はそれを思い出して苦笑したあと、伯父を説得する方法を考えた。

『……養父上と砦の実父に相談して、外堀から埋めてもらいましょう。三人は仲のよい兄弟ですから、巧くいくかと』

『ありがとうございます』

　聞いたことがないほど弾んだ声で礼を言って、山波と連れ立って出て行った美蔭の姿は、なるほど、改めて見てみれば確かに、恋する乙女のものだった。山波が美蔭に向ける優しい眼差しも、想いゆえのものだったに違いない。

　隼知は二人を羨ましく思いつつもすぐに文をしたためて、養父と砦の実父のもとへと密かに送った。

　蟄居の身の隼知だ。訪ねてくる者がなければ、屋敷には静寂が広がるだけだった。

　隼知は隙間風にぶるりと身を震わせた。

　この沁みるような寒さを案じて、隼知は家人に何度か常嗣の様子を見に行かせていたが、床上げの知らせは、いまだに聞こえてこなかった。







　そうこうしているうちに一月が終わり、二月となった。

　梅の花の知らせと時を同じくして、館ではちらほらと、隼知の名が聞かれるようになっていた。

　隼知は増常の助言通り、養父へと、長い長い謝罪の文を書いた。それも一度目は無視されて、二度目は打ち捨てられて、と段階を踏んで、晴れて館にあがることを許された。

　今隼知は、久しぶりに顔を出した館からの、帰り道にあった。うっすらと積もっている雪を避けつつ、早くも暗くなりはじめた空へと目をやった。

「これで館の方は、ひと区切りがついたな。残るは常嗣だけだ」

　隼知の蟄居を理由に、その補佐役である常嗣も、いまだ屋敷に閉じ籠もっているらしい。起きあがれるようにはなっている、とは増常の言葉だったが、その実兄の増常でさえ、正月明けからは門前払いを食らっているらしく、どこか不安そうだった。

　館では、架元常嗣は戦場での傷がいまだ治らず、このまま隠居するのではないか、という囁きも聞こえていた。

　隠居――あるいは隼知の前から、姿を消そうとしているのかもしれない。

　養嗣子とその補佐役という関係に終わりの時が近づいている今が潮時だと、常嗣が考えても不思議ではなかった。

　隼知は借りたままになっている常嗣の小刀へと手を添えて、一つ、頷いた。

「明日、朝一番に常嗣を訪ねよう」

　必要ならば、養父の名を出してもいいと思った。利用できるものは全て利用する、それもまた大切なことだと、隼知は先の戦を通して学んでいた。

　常嗣と会う方法を算段しながら自分の屋敷へと戻った隼知を、家人たちがどこか落ち着かない顔で出迎えた。

　なにかあったか、と隼知は問うたが、皆なぜだか、こたえようとしなかった。一方で、湯を使って隼知の足を清めてくれる者の仕草や、小夜嵐を引いていく者の手は、いつもに増して優しかった。

　どうやら悪いことがあったわけではないらしい。ならばと、隼知は家人たちが話してくれるまで待つことにした。

「久しぶりに館に顔を出したゆえ、疲れた。このまま休む」

「では、お着がえを。その間に夜具のお支度をいたします」

「頼んだ」

　家人がぱっと顔を明るくしたところを見ると、やはりなにかあるらしい。

　隼知は衣をかえて白湯を一口口にしてから、ゆっくりと寝所へと向かった。その途中、すんと鼻を鳴らす。

「――梅か？」

　いや、この屋敷に梅の木はないはずだ。隼知は甘い香りを怪訝に思いながら、すでに明かりが灯されている寝所へと足を踏み入れて、息を呑んだ。

　夢か、渇望が見せる幻か。

　そこに、常嗣の姿が見えたのだ。

　思わず瞼をこすった隼知を、常嗣が懐かしい苦笑とともに止めてきた。

「いくらこすっても、俺は消えませんよ」

「いや、いやいや。これは流石に驚いた。怪我はもういいのか」

「ええ。まずはお座りください」

　家人たちがそわそわしていたのは、常嗣の来訪を隠していたから、だったらしい。さては口止めしたな、と問うた隼知へと、常嗣が悪びれることもなく一つ頷いた。

「俺の名を耳にしたら、館に戻ってしまわれるのでは、と思いまして。一計を案じさせていただきました」

「まさか。明日にもこちらから顔を見に行こうと考えていた」

　家人たちも、ほかの者からの頼みならば受けつけなかっただろう。だが常嗣は隼知の補佐役なのだ。なにより、主である隼知が会いたくて会いたくて仕方ない相手だと知っているからこそ、常嗣に手を貸したのだろう。責められまい。

　隼知は上座に腰をおろすまでの短い間さえも、常嗣から目を離せなかった。

　戦場で負った大怪我を思えば体つきもいいし、痩けていた頬にも張りが戻っているようだ。だが少しばかり、目もとが強張っているように見えた。そしてその表情のまま、常嗣が床に額をこすりつけて平伏する。

「まずは、この地のご領主様とその養嗣子様を裏切ることを、お詫び申しあげます」

「裏切る、とは」

「この十一年――そろそろ、十二年になりますね。ずっと隼知様のおそばにて務めてまいりました。ですが俺はもう、隼知様の補佐役ではいられないのです」

「それは」

　おれのもとから去るという意味か。

　喉まで出かかった言葉を、隼知は呑み込んだ。かわりに、顔をあげるようにと常嗣を促す。

　常嗣が礼を尽くしている以上、隼知も領主の養嗣子、いや、次期領主らしく、振る舞わなければならないと思ったのだ。

　だがその一方で隼知は、常嗣に恋する心がきゅうと痛むのをどうすることもできなかった。縋るように常嗣から借りたままになっている小刀へとかけかけた手を、慌てて膝の上で握りしめる。

「……おれが領主になれば自然、おまえも補佐役の任を解かれるではないか。そののちのことは今、増常と内内に話し合っていて、おまえには評定に顔を出さんで済む役――おまえの望む役についてもらおうと考えているところだ」

「なれば、隼知様がこちらに来られる前と同じように。全てもとに戻してくだされば幸いです」

「全て……。つまりおれの下にはつかず、架元――増常のもとに戻る、ということか」

「はい。贅沢を言えば、戦場では以前のように、一軍を率いさせていただけるとありがたいのですが。もちろんこれは俺の我が侭ですので、ご承知いただけない場合には、戦場においても兄の下で働きたく存じます」

「おまえが一軍を率いることは、おれがこちらに来るよりも前に養父上が許したこと。養父上がおまえに与えたものは、軍でも屋敷でも、おまえの望むようにしよう」

　そうしなければ、このままこの地を離れていってしまいそうなほど、常嗣は思い詰めた顔をしていた。

　それだけの覚悟、ということだろう。

　隼知はふと、恋仲であったならば情に訴えることができたのだろうかと思った。そのせいで余計に胸が引き絞られる中、どうにか口を真一文字に引き結ぶ。

　よい主とは、己の考えだけで突っ走らないものだ。皆の――相手の顔をちゃんと見て話をよく聞いて、互いに納得できる方法をみつけ出していくもの、日頃からそういう関係を築いていればこそ信頼も得られる。

　そう、常嗣の隣で学んできたのだ。

　溢れる想いをぐっと堪えて、隼知は常嗣の顔をみつめた。常嗣もそれに気がついたのか、頬をわずかに緩めるのが見えた。だがすぐに顔を伏せるとなにかを床に置いて、隼知の方へと押し出してきた。

　あの、隼知の小刀だった。再び漂った梅の香は、小刀に添えられた白梅しらうめの枝のものらしい。

　今にも咲こうとしている蕾の上で、二人の視線が交わった。

「補佐役の任を解かれるのを待ってから、と、思っていたのですが、どうしても心を抑えられず……。このようなかたちとなってしまいましたこと、お許しください」

「この小刀はおまえにやる。かわりに、今預かっているおまえの小刀を」

「それでは困るのです」

　こうもはっきりと言われてしまっては、隼知は口を噤つぐむしかなかった。それでも俯くまいと、必死に丹田に力を入れる。

　呼吸にして一つの間。その言葉は静かに紡がれた。

「――隼知様。お慕い申しあげております」

「……え」

「補佐役でありながらこのような想いをいだくなど、不敬の極み。正月が明け次第姿を消すことも、正直、考えておりました。ですが、隼知様が戦場で俺のために流してくださった涙を思い出すたびに、決心が鈍りました」

　常嗣がそこで一度言葉を区切った。そして黄橡の瞳で隼知をじっとみつめてくる。

「もし今もまだあの日の言葉が胸にあるならば、この花枝を受け取ってくださいませんか。そして改めて、小刀を御下賜ごかしくださいませ。今一度、御小刀を身に帯びましたその時はこの常嗣、補佐役でも家臣でもなく、ただ隼知様の想い人として、身命も心も全て隼知様に捧げる覚悟にございます」

　隼知は低い声に誘いざなわれるまま、腰をあげかけた。だがそこで止まってしまう。

「……なぜ今なのだ。おれが想いを伝えた時は、そんな素振そぶりは見せなかったではないか」

「いきなりでしたしね。なによりあの時の俺には、覚悟がなかったのです」

「覚悟？」

「いずれこの地のご領主様となられる御方の、御心と御身を奪う覚悟です」

　人とは、嬉しいことであっても、不意打ちには弱いらしい。

　隼知は微かに唇を開いたまま、言葉の接穂を失ってしまった。その姿がよほどおかしかったのか、常嗣がくくくっと笑う。同時に動く常嗣の手を見て、隼知は隼のごとく、白梅の枝を掠め取った。

「受け取られましたな」

「あ」

「それとも、場の勢いですか」

「愚弄するな」

　本当は勢いだったが、隼知に後悔はなかった。

　白梅の花枝に頬を寄せたあと、花活けへと差した。それから常嗣の前に、改めて座り直す。

　隼知は一度深く息を吸って、気息を整えた。そして小刀を手に取ると、胸の高さで横向きに構えた。

「死が分かつまで、おれと共に。この心は、架元常嗣のものだ」

「御身も？」

「ああ。公おおやけの場にない時は、全て常嗣に……もらって欲しい」

「くれてやる、とおっしゃればよいものを」

　先ほどまでの神妙さはどこへやら。すっかり調子を取り戻した常嗣が、隼知へと一歩、近づいてきた。隼知は小刀を渡すことこそできたものの、あとは常嗣の顔をみつめるばかりになる。

　常嗣が小刀を腰へとしまうのが見えた。そのまま流れるような仕草で、隼知の顎をくっと持ちあげてくる。

　刹那の間。唇と唇が重なった。

「常嗣……」

「額への口づけこそ、俺からでしたがね。唇同士を重ねたのは、全て隼知様からばかり。一度目は遊君の前での勢い任せ、二度目は寝ている時に食らった不意打ち……。ゆえに三度目は、俺からと決めておりました」

「あの時、起きて。いやその前に、額への口づけとは」

　言葉を発した隙に、隼知は常嗣の厚い舌によって唇を割られてしまった。ぬるりと口内を探られれば、身じろぎすらできなくなる。

「っ」

　苦しい。なのに口蓋をなぞられると、甘い痺れが肌の下から生まれる。

　初めてのことに、隼知はどうしたらいいのか分からなかった。縋れるものは常嗣だけ、その、薄闇を流し込んだような銀色の羽織の袖を、ぎゅっと握りしめた。

　どれくらい、翻弄されていたのだろう。頭の芯までもがぽうっとしてきた頃、隼知の唇がようやく解放された。

　口を閉じることさえままならない隼知にかわって、常嗣が唇の端を指先でそっと拭ってくれた。

「大人の口づけはいかがでしたか。煎じ薬の前に額に差しあげたものとは、ずいぶんと違っておったでしょう」

「……手慣れ過ぎていて、腹が立つ」

「おや」

　口づけ一つで身を支配された悔しさも込めて、隼知は常嗣の手の甲を軽く叩いた。と、さほど痛くなかったはずなのに、常嗣が再び神妙な顔になる。

「刹那の熱を散らす、その手伝いをしてくれた者たちは、確かにおりました。ですが、男に手を出したことはありません」

「それがなんだ。操みさおを立てていたとでも言うのか」

　隼知はくっと眉を寄せた。だがこれ以上嫉妬した顔を晒すのも童子のようで見苦しいかと思い直す。なにより、生きてきた道も含めて常嗣なのだ。過去だけを捨てさせることなどできない。

　一つ呼吸を置くと隼知は、憧れるほど立派な常嗣の体躯を、両腕でぎゅっと抱きしめた。

「常嗣の、今と未来をくれるのならば、溜飲を下げよう」

「ああ……。初陣においても先日のあの宿においても、そうでした。隼知様はその真っ直ぐな魂で、俺の考えなど軽々と越えてしまわれる。驚かされるたび、俺はますます惹かれてしまうのです」

　本当に困った、という顔で笑ったあと、常嗣が隼知の手を恭しく取り、自分の額へとそっと押し当てた。

「隼知様の、寛大な御心に感謝いたします。まずは夜具の中にて、幾ばくかの挽回を」

「人払いをせよ」

　命じた声に期待が滲み、掠れた。そのせいで火照った頬もそのままに、隼知は夜具へとそっと踏み出した。







　夜の帳とばりがおりるとともに、雪が降りはじめたらしい。だが今隼知は肌が燃えるように熱くて、寒さを感じる余裕などなかった。

　ぷちゅりという濡れた音が、寝所に響いた。

　常嗣が懐に忍ばせてきた秘薬がたてる、卑猥な水音だった。隼知の秘した蕾にも、そこを訪おとなう常嗣の指にも、交わりを助けるのだというその薬がたっぷりと塗り込められていた。

「先はああ言うておったが、その実、男の身も知っているのではないか」

「まさか。男を抱くのも、唯一無二の御方を抱くのも、初めてです」

　言うそばから、「これで指も三つ目ですよ」などと囁くのだ。やはり手慣れているとしか言いようがなかった。対して隼知は、体から力を抜くのも難しかった。

　そもそも熱を受けいれるようにはできていない男の身なのだ。初めてとなれば当然、手間もかかる。

　だが常嗣は文句も言わずに、隼知の硬い蕾を丹念にほぐしてくれていた。

　秘薬を使うのもきっと、隼知を傷つけまいとしてくれているからなのだろう。これだけ深い愛情をかけられれば蕾に先んじて、妬心や恥ずかしさが和らいだ。

　隼知は夜具に胸を押しつけるようにして身を伏せて、腰だけを高くあげるというあられもない姿をとらされていた。

　互いの身を覆うものはすでになにもないのだ。そのせいで隼知は肌で、熱く滾った常嗣のものを感じていた。

　このような状態を堪えるのがどれだけ辛いか。性愛への知識が少ない隼知でも分かる。

「すまぬ、な。面倒をかける」

「ほかのことであれば御免ですがね。この面倒ばかりは嬉しいのですよ。御身が、俺以外の男を知らぬ証なのですから」

「うあっ」

　常嗣の指が蕾の内側のどこかをかいた、その瞬間。隼知の肌に寒雷かんらいが走った。熱芯に触れて得るものとはまた違う痺れに、隼知は身をはねさせてしまう。

　唸る隼知とは逆しまに、常嗣からは安堵の息が落ちてきた。

「ようやっとみつけましたよ。ここが隼知様の勘所ですね」

「わ、分からなっ」

「大丈夫です。御身も御心も全て、常嗣にお預けくださいませ」

　隼知は言われるまま、ゆるりと息を吐き出した。と、常嗣が大きな手で隼知の背を撫でて、褒めてくれる。

「夜具の中でも、隼知様はまこと優秀であらせられる。ほら、蕾の内がひくひくと蠢きはじめましたよ」

　ねえ、と囁かれた、たったそれだけで、隼知は喉を甘く鳴らしてしまった。

　そんな隼知にこたえてか。常嗣も攻めの手を緩めずに、隼知のどうしようもない一点を穿ってきた。

　隼知は、血がぞわりとざわめくのを感じた。

　まるで、さなぎが蝶へと羽化するようだった。体の仕組みそのものが変えられていくような感覚に、背が戦慄わななく。

　同時に、ひどくもどかしかった。

　指ではない、なにか。魂までをも溶かしてくれる、もっと激しい熱が欲しいと、身の奥が疼いていた。

「つ、常嗣。体が、おかしい」

「隼知様の魂が、俺を求めてくださっている証です。愛し合う者同士ならば、おかしいことなどありません」

「そう、なのか。常嗣が、言うのなら」

　こたえる間にも、常嗣が熱芯をこすりあげてくる。更には隼知の胸の飾りを弾き、臍の辺りをそろりと撫でてきた。

　そんなところから湧く悦楽があるなど、隼知は今の今まで知らなかったのだ。ただただ肌を桜色に色づかせるばかりになる。

　甘噛みされたのか、右肩にちりっと走った痛みにすら、身が揺らいだ。

「も、苦しい」

「これは少し、可愛がり過ぎてしまいましたね」

「常嗣の、顔が見たい」

　掠れた声で「頼む」と続けると、すぐに隼知の身がふわりと浮きあがった。そのまま常嗣の膝の上へと運ばれて、顔を合わせるようなかたちで抱きしめられる。

　まさに温め鳥――己の翼で大切な雛鳥を温める親鳥がごとくの体勢へと変えてくれた常嗣に、隼知はほっと吐息した。

「こちらにいらしたばかりの頃は、よく沼の方を向いて、うずくまっておられましたね。俺が行くとこうして、膝の上に乗りたがられた」

「沼の向こうには、実父と実兄が守る砦があるからな。あの頃はおまえの膝の上だけが、おれの安心できる場所だった」

「ええ。お顔にそう書いてありました。半年ほどで俺の膝を求めることはなくなられましたが、俺はいつだって、こうして抱きしめたかったのです。俺だけのものにしたかったのです」

「言ってくれれば、よかったものを」

　つい、拗ねた口調になってしまう。そんな隼知の、いつまで経っても柔らかな髪を梳きながら、常嗣が少し困ったような声で返してきた。

「恋も知らぬ幼子に愛を囁いたとて、到底理解できませんでしょう。なにより俺は、御養父上様から隼知様を見守るようにとおおせつかった身。隼知様に不埒を働きたいなど、口が裂けても言えませんでした」

「……そう、だな。おれから求めなければ、変えられぬ関係だった」

　隼知はそっと、常嗣の顔に残る戦傷に唇を重ねた。続いて、新たに負わせてしまった腕の傷へと指を這わせる。それから思い切って、常嗣の隆々とした熱を撫であげた。と、お返しのように、常嗣が硬い手で隼知のものに触れてくる。

「んあっ」

「緊張させてしまいましたからね。一度、極楽を覗きましょう」

「え？　あ、ああっ」

　秘薬をたっぷりと足したてのひらで、常嗣が隼知の熱を覆ってきた。その未知の感覚に隼知は、常嗣の膝の上で身を丸める。

　己の恋心に気づいてから数度、常嗣の手を思って自分自身を慰めたことはあった。だが隼知はこんな、魂が引きずり出されるような感覚は知らなかった。

「ほら、意地を張られずに。常嗣の手に身を委ねてください」

「あ、んーん」

　甘えるような声が零れるのが、恥ずかしい。

　隼知はどうにかして顔をそむけようとした。とそこを狙ったように、常嗣が親指で隼知の熱の先端を抉ってくる。

「駄目、だめだっ、常嗣」

「駄目なことなどありませんよ。……さあ。皆は知らないお顔を、常嗣だけに見せてくださいませ」

「ん、んうっ」

　うなじを噛まれたのと同時に、隼知はどくっと白濁を吐き出していた。

　あまりの激しさに、心の臓が爆はぜたのかと思った。そしてそれはあながち間違いではなかったようで、隼知は力という力が抜けて、常嗣の胸にくたりと身を投げ出してしまった。

　そんな隼知の耳へと、常嗣が低い声で追い討ちをかけてくる。

「まこと、艶やかなお姿でございましたよ」

「……っ。おまえがそう言うのなら、それで、いい」

　とはいえ、翻弄されっぱなしでいるのも、鷙鳥の二つ名が許さない。

　隼知はまだ痺れている腰をみずから持ちあげた。そしてそのまま、常嗣の熱芯へと蕾を宛がう。

「ご無理なさいますな」

「ここで引いたら許さんぞ。常嗣の想いを全て、おれに」

「ああ……。感謝いたします」

「うむ。う……ふあっ」

　頷いたのを機に、隼知の身が常嗣の熱芯へとゆっくりと沈められた。

　とうとう常嗣が、隼知の秘密の蕾を花開かせた瞬間だった。痛みや苦しみがないと言ったら嘘になるが、隼知はそれ以上に喜びを感じていた。

「常嗣。肩を、肩を掴んでもいいか」

「ええ、もちろんです」

　常嗣が隼知の左手をとって、肩へとまわしてくれた。それからそっと、額へと口づけてくる。

「我が懐で大切に大切に育ててきた雛鳥様。ご領主様として巣立たれる日はもうすぐそこですが、想いを捧げる相手としては生涯、翼の下から出しませんぞ」

「ああ。最期まで共に」

「愛しております、隼知様」

　戦場で鍛えた体躯で、常嗣が隼知の細身を優しく揺さぶってきた。初めはされるばかりだった隼知も、少しずつ腰を揺らめかせて返す。

　鼓動も体温も呼吸も全てが混ざり合い、雪夜の静寂しじまに散れていった。その中で常嗣の灼熱が、隼知の柔らかな最奥をぐりぐりと突きあげる。同時にはくりと食まれた右の指先から隼知の魂へと、甘苦しい波が押し寄せてきた。

「あっ。ああっ、常嗣っ」

「っ」

　どぷ、どぷりと音をたてて、常嗣の欲情が隼知の内を染めあげた。そのねとりとした熱さに耐えきれず、隼知も今一度、腹の上に欲を散らす。

　ようやく、二人の想いが重なった証だった。

　隼知は身も心も満たされながら、いつしか常嗣の腕の中で意識を手放していた。







　次に隼知の目に映ったのは、隣で眠る常嗣の寝顔だった。

　その常嗣が後始末をしてくれたのだろう。すっかり清められている己の肌を面映おもはゆく思いながら、隼知は常嗣の額から左頬にかけて走る傷に、そっと指を這わせた。

　初めて自分のものではない手に、肌を委ねたのだ。隼知はただただ翻弄されるばかりだったが、それでも自分を抱く常嗣の、その体にたくさんあった戦傷だけはよく覚えていた。

「この身でおれを、この地を、守ってきてくれたのだな」

「……これからも、お守りいたしますよ」

「すまぬ。起こしてしまったか」

　今宵は寝たふりはしなかったらしい。黄橡の瞳を見せた常嗣へと、隼知は静かに微笑みかけた。

　雪明かりのせいか。常嗣の口もとも幾分か和らいで見えた。隼知はもっとよく見ようと身を乗り出したのだが、すぐに、温かな夜具の中へと引き戻されてしまった。

「肩を露わになさっては、風邪をひいてしまいます。まだ、俺の腕の中に」

「ああ」

　肌と肌が、じかに触れ合う。隼知はたったそれだけで胸の奥がくすぐったくなった。そんな隼知の、きっと赤くなっているだろう耳へと、常嗣が外で降る雪よりも静かな声を注ぎ込んできた。

「森での急襲は庵原によるもの、狙いは俺であったと、兄たちから聞かされていました。その後、屋敷などにも襲撃を受けました」

「そのことは戦のあと、養父上たちからも聞いた。……それゆえに、おれを遠ざけたのか」

「ええ。隼知様を危うい目に遭わせるわけにはいきませんでしたからね。ですがそれは表向きのこと。本当は、渡りに船と思っておりました」

　花器に活けた白梅が一輪、咲いたらしい。甘い香りがふわりと漂う中、常嗣が言葉を続けた。

「このようなことでもなければ、隼知様を手放せないと思ったのです。必ずやよい領主様になられると言いながら、その一方で俺は、いつまでも俺だけの隼知様でいて欲しいと願っていました。ずっと俺の翼の下にいて欲しいと願っていました」

「大丈夫だ、常嗣。おれはおまえへの想いを支えによい領主になるし、おまえと想いを交わす者として死ぬまで寄り添う。この地もおまえも守れるくらいに、強くなってみせる」

「ああ。やはり鷙鳥様には、勝てませんね」

「おれとて常嗣には勝てぬ。なにせ、愛しているからな」

「常とこしえに、おそばに。必ずや全ての災いから、隼知様を守ってみせます」

「さあもう一眠り」と常嗣に頭を撫でられれば不思議と、隼知の唇からあくびが零れた。

　これもまた、温め鳥の翼の下に潜り込んでいるから、なのだろう。

　隼知は妙に納得しつつ、ゆっくりと瞼を閉じた。







　蟄居が解けてから一年後。二度目の桜花とともに、隼知は正式に志堂の家を継いで、この地の領主となった。それに伴って増常が筆頭家老になるなど家臣団の再編が行われたが、常嗣は宣言通り重要な役につくことはなく、周りの惜しむ声をよそに、増常のもとに戻った。

　にもかかわらず、頻繁に行き来する二人を見て、養父はその関係に気づいたらしい。隼知の居所にふらりと現れたと思ったら前置きもなく、『ゆくゆくはおまえも、養嗣子を迎えるか』と切り出してきた。

　隼知は問われるまま、常嗣との仲を明かした。養父は『相手が男であれ女であれ、恋に永遠を求めるのは難しいぞ』と言いながらも、咎めることはしなかった。養父もまた、正室への愛を貫いて、隼知を養嗣子とした身だったからかもしれない。

　――それから一月ひとつきが、またたく間に過ぎていった。

　隼知は久方ぶりの休みを、新緑が眩しい常嗣の屋敷で過ごしていた。

　常嗣の胸へと飛び込まんばかりの勢いでここを訪ねてきたのは、四半刻（約三十分）ほど前のことだった。そして今、二人が身を寄せあっている常嗣の居所の奥には、常嗣から隼知へと贈られたばかりの陣羽織が飾られていた。常嗣は、「あの庵原との戦で身にかけていただいたものは、汚してしまいましたので」などと言っていたが、本当のところは、戦場に立つ隼知を、自分が贈った陣羽織で彩りたかったらしい。

　浅緑を基調としているのは、前のものと同じだった。だが、隼の羽を思わせる模様の、薄闇を流し込んだような銀色は常嗣の色という印象が強く、隼知は陣羽織が目に入るたびに胸がくすぐったくなった。

　これもまた、新たな絆なのかもしれない。

　隼知はそんなことを考えながら、常嗣の屋敷の者たちが用意してくれた餅へと手を伸ばした。

「それにしても、だ。顔を見るなり、養嗣子を迎えるか、だぞ。流石は養父上、懐が深いとは思わんか」

「懐が深いのは、隼知様も同じでしょう。逃がしてやっただけではなく、間者とその母親の暮らしの面倒まで、見てやっているのですから」

「あれの母親を助け出すようにと、頼んでくれた者がなにを言う」

「さて。俺にとって大切なのは、隼知様ただ一人。隼知様の御心を考えた結果、たまたまそうなったまでのことです」

「まあ、そういうことにしておこう」

　昨日も、都の動静を伝える文が来ていた。道介から細やかに届けられる知らせは、今では志堂の家の動きを決める、大事な情報の一つとなっていた。

　道介の件で尽力してくれた美蔭も近々、山波を婿に迎えることになっている。

「おれも美蔭殿のように、皆に認めさせるだけの力をつけていかねばな。そしてなにより養父上のように、皆からの信頼を得ていかねばならぬ。いざ養嗣子を迎え入れるとなった時に、できるだけ否の声が出ぬように」

　隼知は常嗣の顔に残る戦傷をそっと撫でた。そしてそのまま、広い肩へと頭を預ける。

「容易ではないが、きっとできる。増常に、美蔭殿に、山波に、道介に。おれには心強い味方がたくさんいるからな」

「またそのように、やすやすと人を信用なさって」

「相手はちゃんと見極めている。なによりおれには常嗣がいるのだ。おまえさえ隣にいてくれれば、どこまででも羽ばたいていける」

「どこまでも隼知様と共に」

　空を撫でるように、隼が一羽、渡っていった。それに向かって伸ばした隼知の手に、常嗣の手が重なる。二つの温もりが一つに溶け合ってもなお、つないだ指が離れることはなかった。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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